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〔ケース・スタディ〕2015JIIMAベストプラクティス受賞事例

領収書のスキャナ保存申請までの道程
決死の覚悟で乗り込んだ国税局は親切でした
株式会社ユアソフト　楢木 仁

〔ケース・スタディ〕

PFUが実践したオフィス移転と紙文書のスリム化
株式会社PFU　江上 伸一

JIIMA特別セミナー「マイナンバー制度の概要と企業実務・準備」を聞いて

企業がやらなければならないマイナンバー対応
株式会社アピックス　川野 陽一

〔連載〕非構造化データの活用③
業務への活用事例
富士ゼロックス株式会社　酒井 公希

文書情報マネージャー　認定者からのひと言

「公文書管理法５年見直し」について
公文書法見直し研究会を聴講して
法務委員会　公文書WG

〔公文書管理シリーズ〕
歴史の証として開かれた公文書館をめざす
沖縄県公文書館
IMナレッジコンテンツ委員会　長井　勉

ITC Conference 2015

国立公文書館「友の会」会員募集

● JIIMAベストプラクティス賞にユアソフト、NEXCO総研が受賞
● 取扱通達・Q&A解説セミナーで相談・質問殺到
● 文書情報管理士検定試験に534名受験
● 各標準への適合性を検査するソフトウェアのポータル開設
● 韓国 電子保証に関する民法改正で懸念される大混乱
● 文書保存０（ゼロ）を目指すコニカミノルタBJ事業戦略
● ハイランド ECMリーダーと評価
● 各社ニュース
● 訃報

晴天なれど遠霞　「顔に責任が持てません」

● ST ViewScan
● imagePROGRAF iPF850

■ IM編集委員から
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ͳͥਃ੥Λߦお͏ͱ͔ͨ͠

࣌ͨͬ࢕ʹॳ͝૬ஊ࠷ʹہ੫ࠃ԰ݹ໊
ͷ͜ͱͰ͢ɻ։ޱҰ൪ʮͳͥεΩϟφอ
ଘΛ行͓͏ͱͨͬࢥͷͰ͔͢ʯͱฉ͔Ε
·ͨ͠ɻࠃ੫ہͷํ͕͓ͬ͠ ΌΔʹ͸ʮΘ
͟Θ͟૬ஊʹΈ͑Δͷ͸௝͍͠ͷͰɺ
ͪΐͬͱཧ༝Λฉ͍ͯΈ͔ͨͬͨͷͰ
͢ʯͱͷ͜ͱͰͨ͠ɻզ͕社͕औΓ૊Μ
ͩ੫຿ؔ܎書ྨͷεΩϟφอଘਃ੥ɺ·
ͣ͸ܦҢ͔Βઆ໌͍ͨ͠ͱ͍ࢥ·͢ɻ

株式会社ϢΞιϑト͸平成ݩ年（1989
年）ɺࡾҪۚଐ߭ۀ株式会社ͷ情報γες
Ϝ෦໳Λ集໿ɺ෼社Խͯ͠Ͱ͖ͨ会社Ͱɺا
άルʔプͷITԽΛਪਐ͢Δ໾ׂΛ୲ͬͯۀ
͍·͢ɻ本ళ͸ࡾҪۚଐͷॏཁੜڌ࢈఺
Ͱ͋Γ·͢ذෞݝඈଭࢢਆԬ町ʹɺۀࣄ
所͸東京ͷେ࡚ͱѪ஌ݝͷ໊ݹ԰ࢢʹ͋
Γ·͢ɻ͔ࡾ所80໊͕会社ͷن໛ײͰ͢ɻ

εΩϟφอଘʹ͍ͭͯ͸ɺͦ΋ͦ΋࠷
ॳ͔Βਃ੥Λ໨࢝ͯ͠ࢦΊͨΘ͚Ͱ͸͋
Γ·ͤΜɻ͖͔͚ͬ͸ϫʔΫϑϩʔγε
ςϜͷಋೖͰͨ͠ɻܦඅਫ਼ࢉΛ行͏ࡍʹ
ྖऩ書ΛεΩϟφͰͱͬͯɺϫʔΫϑ
ϩʔʹఴ෇͍ͯͨ͠ͷͰ͢ɻͦ͜·Ͱܗ

͕Ͱ͖͍ͯΔͷ͔ͩΒɺ͋ͱগ͠作͢ۀ
Ε͹ਃ੥Ͱ͖ΔͷͰ͸ͳ͍͔ͱͨ͑ߟͷ
Ͱ͢ɻ๯಄ͷࠃ੫ہͷํ͔Βͷ࣭໰ʹ͸
͕ܗӡ༻ͷʹطͷճ౴Λ͠·ͨ͠ɻᶃ࣍
Ͱ͖͍ͯΔͷͰਃ੥ʹඞཁͳγεςϜߏ
ங͸͋ͱগ͠ͷ作ͩۀͱ͍ͯͬࢥ·͢ɻ
ᶄࣗ社Ͱಋೖͨ͠ݧܦΛ਌会社ͷۀاά
ルʔプʹԣల։͍ͨ͠ͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻ
ᶅ؅ཧ෦ͷதͰ作ۀͷޮ཰ԽΛਐΊ͍ͯ
ͯɺిࢠอଘɺF-TaYɺFLTAXɺF-(oWɺ
ԽͰ͖Δ͜ͱ͸શࢠͱ͍ͬͨిهొࢠి
ͯ行͍͍ͨɻ͜ͷ͕ͭࡾཧ༝Ͱ͢ɻ

ͯͬߦに૬ஊにہ੫ࠃ

ϫʔΫϑϩʔͷӡ༻ͷதͰεΩϟʹط
ン͍ͯͨ͠ͷ͸ྖऩ書Ͱ͔͢Βɺਃ੥ͷ
ର৅͸ྖऩ書Ͱ͢ɻͰ͸Ͳ͏͢Ε͹ਃ੥
͕ೝΊΒΕΔ͔ɻ୭΋͕行͏Α͏ʹɺ·
ͣ͸ΠンλʔネοトͰ情報ऩ集͔Β࢝Ί
·ͨ͠ɻ͔͠͠ɺ書͍ͯ͋Δ෺Λͯݟ΋
۩ମతʹͲ͏͢Ε͹Α͍͔෼͔Βͳ͔ͬ
ͨͷͰɺ࠷ॳذෞࢁߴݝ੫຿ॺʹ૬ஊʹ
行͖·ͨ͠ɻͦͷ͏ͪ਌会社ͷࡾҪۚଐ
͕࿈݁ೲ੫Λ行͏͜ͱʹͳΓɺฐ社ͷ୲

౰͕ࢁߴ੫຿ॺ͔Β໊ݹ԰ࠃ੫ہ ௐࠪ
෦ 第007෦໳ʹมߋɺೋճ໨͔Βͷ૬ஊ
ઌ͸ࠃ੫ہʹมΘΓ·ͨ͠ɻ

੫຿ॺʹ行͘ͷ͸ॳΊͯͰͨ͠ɻ·͠
Ͱ͢ɻͦ΋ͦࡏͳͲӢͷ্ͷଘہ੫ࠃͯ
΋ී௨ͷ人͸ࠃ੫ہͳͲʹ行͘༻͕ࣄͳ
͍ͱ͍ࢥ·͢ɻ͏͔ͬΓޱΛ͢΂Βͤͨ
͜ͱͰɺ੫຿ௐࠪʹ৐Γࠐ·ΕͨΒͲ͏
͠Α͏͔ͱ͍͏ෆ͕҆͋Γ·͢ɻͦΕ͔
Βਃ੥Ͱ΋͔ࡉͳ఺Λࢦఠ͞Εɺ͜ΕͰ
͸ೝΊΒΕ·ͤΜͱݴΘΕଓ͚ɺग़௚͠
Λ܁Γฦ͢͜ͱʹͳΒͳ͍͔ͱ͍͏Π
メʔジ͕͋Γ·͢ɻ͕ࢲউखʹ๲Β·ͤ
ͨΠメʔジͳͷͰ͕͢ɺগ͓͓͛͠͞ʹ
Ͱޛͷ֮ࢮɺܾ͑ܞுΛۓ͹ෆ҆ͱ͑ݴ
๚໰͠·ͨ͠ɻ

Ͱ͝ରԠ௖͍ͨͷ͸ௐࠪہ੫ࠃ԰ݹ໊
෦ௐࠪ։発՝ͷ情報ٕज़ઐ໳׭ͷํͱ࿈
བྷௐ੔׭ͷํͷೋ໊Ͱͨ͠ɻʮग़ͨʂ情
報ٕज़ʰઐ໳ʱ׭ʂ͍͢͝人͕ग़͖ͯͨ
ͧʯͱ͍͏͡ײͰ͢ɻ͔݁͠͠Ռ͸ᐜ༕
Ͱͨ͠ɻࠃ੫ہͷํʹ͸ஸೡʹ͍Ζ͍Ζ
૬ஊʹ৐ͬͯ΋Β͑·ͨ͠ɻ୯ʹࢦఠ͢
Δ͚ͩͰ͸ͳ͘ɺͲ͏͢Ε͹法཯ཁ݅Λ
ຬͨ͢͜ͱ͕ग़དྷΔ͔ΛҰॹʹͯ͑ߟ΋
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Β͑·ͨ͠ɻ·ͨਃ੥ࠃʹޙ੫ہͷ৹ࠪ
෦ॺ͔Βి࿩Ͱ໰͍߹Θ͕ͤ͋Γ·ͨ͠
͕ɺʮௐࠪ։発՝ͷํͱݕ౼͠·ͨ͠ʯ
ͱ౴͑Δ͚ͩͰࡁΈ·ͨ͠ɻ

๏཯のϋーυルΛӽ͑ͯ

Ͱ͸۩ମతʹ法཯ཁ݅ΛͲͷΑ͏ʹΫ

ϦΞ͔ͨ͠Λઆ໌͠·͢ɻલఏͱͯ͠͸
̐ճͷਃ੥͸平成25年（2013年）ࠓ 月̍
日͕͔ࢴΒεΩϟφอଘʹ代͑Δ日ʹͳ
Γ·ͨ͠ͷͰɺͦͷ౰࣌ͷ法཯಺༰ʹଇ
Γ·͢ɻͦΕ͔Βࡒ຿会ܭγεςϜ͸
4A1 E31©Λ͍ͯͬ࢖·͢ɻ

౰ͨΓલͷ͜ͱͰ͕͢ɺγεςϜʹٻ
ΊΒΕΔػೳ͸Կͱͳ͘͜ΕͰ͍͍͔ͳ

Ͱ͸ͳ͘ɺ法཯ཁ݅Λຬ͔ͨ͢൱͔Ͱ͢ɻ
ͦΕҎ্Ͱ΋ͦΕҎԼͰ΋͋Γ·ͤΜɻ
ͱ͜͏ݴͱ͸ɺ法཯ཁ݅Λຬ͔ͨ͢൱͔
Λ൑அͰ͖Δ人ʹ൑ఆͯ͠΋Β͏͜ͱ͕
ඞཁͩͱ͍͏͜ͱͰ͢ɻऴΘͬͯΈΕ͹ɺ
࠷ͷํʹ૬ஊͰ͖ͨ͜ͱ͸ہ੫ࠃ԰ݹ໊
୹ͷۙಓͩͬͨͱ͍ͯͬࢥ·͢ɻҎԼʹ
ͦΕͧΕͷ法཯ཁ݅ͷରԠΛҰཡʹ͠·͢ɻ

ॲ　　理 ๏　཯　ཁ　݅ ର　Ԡ　ํ　๏

スキャφ ・ 解૾度が１ϛϦメートル当り̔ドット（200EQi）以
上で読み取れる

・ ੺৭、྘৭及び੨৭の階ௐが各々 256階ௐ以上で読
み取れる

・ 読み取ったࡍの解૾度、階ௐ、及び書ྨの大きさに
関する情報を保存し、確認することができる

・ 現在の複合機で200EQi、フルカラーでスキャφし、
1%'ファイルを作成すれば問題ない

・ ADroCat ReaEerでは1%'ファイル内の解૾度、階
ௐ、及び書ྨの大きさ情報を表ࣔすることが出来な
いので、それができるιフト΢ェアをߪ入する

電子ॺ໊ ・ スキャφ保存したファイルに、スキャンした本人ま
たは管理する人の電子ॺ໊を付༩する

・ 課੫期間中の任意の期間を指定して、一括して電子
ॺ໊が適切かを検証することができる

・ 認証局としてはηコϜトラストγステϜズࣜג会社
とܖ約する

・ スキャφを取る人だと全社員になるので、管理する
人の電子ॺ໊とし、各ΦフΟス͝とに管理者を഑置
する

・ 1%'に電子ॺ໊付༩はαーόιフト΢ェアが自動に
行う

・ 一括検証ができるιフト΢ェアをߪ入する

タイϜスタンプ ・ スキャφ保存したファイルに、タイϜスタンプを付
༩する

・ ファイルの記録内容にมߋがないことが確認出来る
・ 課੫期間中の任意の期間を指定して、一括してタイ

Ϝスタンプが適切かを検証することができる

・ スタンプ発行局としてはアマϊビジネスιϦュー
γϣンズࣜג会社とܖ約する

・ 1%'にタイϜスタンプ付༩はαーόιフト΢ェアが
自動に行う

・ 一括検証ができるιフト΢ェアをߪ入する

入力方ࣜ ・ 入力方ࣜを　˘業務αイクル　 ˘ ଎やか 　˘ 適時
のどれにするか

・ 「業務αイクル」を選୒することで、ྖऩ書に記載さ
れた日付とタイϜスタンプの日付の間が、最長１ϲ
月と１ि間以内となる

・ ୠし、「業務αイクル」を選୒するには電子ா฽保
存のঝ認を受けていることが必要になるので、4A1 
&R1で電子ா฽保存の申請を行う

時間制限 ・ スキャφ保存ファイルが作られてから、管理する人
が内容を確認し、タイϜスタンプを付༩するまでを
24時間以内に行う

・ 社内ルールで଎やかにまわすことで໊古԰国੫局に
はྃঝしてもらった

記録มߋの
ཤ歴管理

・ 記録事項のగ正または࡟除を行った場合は、全ての
มߋཤ歴が確認できる

・ గ正については4A1の会計఻ථの反対࢓༁でగ正さ
れたという事実を残す

除はできないγステϜとして申請する࡟ ・

ファイルと
国੫関܎ா฽の
関連

・ スキャφ保存したファイルと国੫関܎ா฽との関連
ੑを確認することができる

・ 4A1の会計఻ථから1%'ファイルを表ࣔできるよう
にする

・ 1%'ファイルを管理するデータϕースにも4A1会計
఻ථ൪߸をొ録する

˞ਃ੥౰࣌（ฏ੒��年݄̐̍೔࣌఺）ͷ法཯ཁ݅にԊͬてい·͢。ฏ੒��年݄̕຤Ҏ߱ͷਃ੥͔Β大෯に規੍؇࿨͞Εてい·͢。
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γスςムߏஙに͋ͨͬͯ

ࣄ͸ɺ࣌ͱͷଧͪ߹ΘͤΛ行͏ہ੫ࠃ
લʹ࣭໰ΛFAXͰૹΓ·ͨ͠ɻͦͯ͠
౰日ޱ಄Ͱճ౴ͯ͠௖͍ͨ͜ͱ͸શͯ書
໘ʹ·ͱΊɺޙ日·ͨFAXͰճ౴಺༰
ʹ૬ҧ͕ͳ͍͔֬ೝͯ͠௖͖·ͨ͠ɻਖ਼
͘͠ཧղͰ͖͍ͯΔ͔ෆ҆Ͱͨ͠ͷͰɺ

ʮ͜ͷཧղͰؒҧ͍ͳ͍Ͱ͔͢ʯΛ܁Γ
ฦ͠·ͨ͠ɻ·ͨࣄલͷ࣭໰΋ɺྫ͑͹

ʮ͜Μͳࡧݕը໘Ͱɺ͜Μͳ݁Ռ͕ग़ͯɺ
͜ΕͰཁ݅Λຬͨ͠·͔͢ʯͱ͍͏Α͏
ʹը໘ͷϋʔυίϐʔΛ෇͚ΔΑ͏ʹ͠
·ͨ͠ɻৗʹਖ਼͍͠ΠメʔジΛͯͬ࣋΋
Β͏͜ͱʹ౒Ί·ͨ͠ɻ

લड़ͷ܁Γฦ͠ʹͳΓ·͕͢ɺγες
Ϝ͸Ϣʔザʔ͕͍࢖қ͍͔ͱ͔ӡ༻͕·
ΘΔ͔ͷલʹɺ法཯ཁ݅Λຬͨ͢͜ͱ͕
ඞਢͰ͢ɻͦΕΛ൑ఆͰ͖Δ人ʹ૬ஊ͢
Δ͜ͱ͕ॏཁͩͱ͍ࢥ·͢ɻউखͳ͍ࢥ
ఠ͞ΕͨࢦͰޙΈͷ··ਃ੥͠ɺͦͷࠐ
ͷͰ͸γεςϜͷ作Γ௚͕͠発ੜ͠ɺί

εト΋๲ΒΈ·͢ɻ
Ͱ͸ͦ΋ͦ΋γεςϜͷઃܭ͸Ͳ͏͢

΂͖Ͱ͠ΐ͏͔ɻ࠷ऴతͳ൑ఆ͸ࠃ੫ہ
ॳͷγεςϜ࠷Δʹͯ͠΋ɺ͍͢ئ͓ʹ
ઃ͔ܭΒ૬ஊͰ͖ΔΘ͚Ͱ͸͋Γ·ͤΜɻ
法཯ཁ݅ʹ߹ΘͤΔͨΊʹ͸ɺిࢠா฽
อଘʹؔ͠஌ݟΛ༗͍ͯ͠Δϕンμʔͷ
ॿݴΛಘΔ͜ͱ͸༗ޮͰ͢ɻࣗΒ஌ܙΛ
͢ࡏଘʹطΔͱ͍͏ΑΓ͸ɺ͑ߟͯͬߜ
ΔιϦϡʔγϣンΛ౰ͯ͸ΊΔͩ͡ײͱ
ͬͨ͋ʹܭճͷγεςϜઃࠓɻ͢·͍ࢥ
ͯ͸ΞマϊビジネειϦϡʔγϣンζ株
式会社ʹґཔ͠·ͨ͠ɻ

ಋೖޙのޮՌ

ϫʔΫϑϩʔγεςϜΛಋೖͯ͠ʹط
͍Δͱ͜Ζʹɺྖऩ書ͷిࢠԽΛ૊Έࠐ
Έ·ͨ͠ɻ؆୯ʹྲྀΕΛઆ໌͠·͢ͱɺ
ϫʔΫϑϩʔʹఴ෇͞Εͨ1%F͕ࢴͷ
ྖऩ書ͱҰக͠ɺ法཯ཁ݅Λຬ͍ͨͯ͠
Δ͔໨֬ࢹೝͨ͠ޙɺαʔόͷ͔͠Δ΂

͖ϑΥルμ಺ʹอଘ͠·͢ɻࣗಈతʹి
ॺ໊ͱλΠϜελンプ͕෇༩͞Εɺࢠ
ϫʔΫϑϩʔ্Ͱঝೝɺঝೝޙྃ׬ʹྖ
ऩ日ɺྖऩऀɺྖऩֹۚͱ1%FϑΝΠ
ルΛηοトʹͯ͠σʔλϕʔε಺ʹอଘ
͠·͢ɻ·ͨऔΓࠐΜͩσʔλΛجʹ͠
ͯ4A1ͷ会ܭ఻ථΛ作成͠ɺͦͷىථ
͞Εͨ఻ථʹσʔλϕʔε಺ͷ1%F
ϑΝΠルΛ8FCදࣔ͢ΔͨΊͷ63LϦ
ンΫ情報Λ௥Ճ͠·͢ɻ

ࢠԽͨ͠ͷ͸ྖऩ書͚ͩͰ͢ɻిࢠి
ԽΛ໨తʹγεςϜ։発Λͨ͠ͷͰ͸ͳ
͘ɺطʹ͋ΔγεςϜͷ্ʹిࢠԽΛ෇
͚଍͚ͨͩ͠Ͱ͕͢ɺͦΕ͚ͩͰ΋؅ཧ
෦ͱͯ͠͸౰વݮ͕ࣄ࢓Γ·ͨ͠ɻຖ日
行͍ͬͯͨᶃ୆ࢴʹྖऩ書ͷކ෇͚ɺᶄ
ϫʔΫϑϩʔਃ੥書ʹ୆ࢴΛεςʔプルɺ
ᶅ本社΁༣ૹɺᶆϑΝΠϦンάͱ͍ͬͨ
Ұ࿈ͷ͕ࣄ࢓ͳ͘ͳΓ·ͨ͠ɻΘͣΒΘ
ʹࣄ࢓Λଞͷؒ࣌Γɺͦͷݮ͕ࣄ࢓͍͠
·Θ͢͜ͱ͕Ͱ͖͍ͯ·͢ɻίεトʹݟ
߹͏͔ͱ͍͏͜ͱͰ͸ɺे෼ݩΛऔͬͯ

ॲ　　理 ๏　཯　ཁ　݅ ର　Ԡ　ํ　๏

表ࣔとҹ࡮ ・ 14インチ以上のカラーデΟスプレイとカラープϦン
ターを備えつける

・ 画໘表ࣔとҹ࡮した書໘は４ϙイントの大きさの文
を認識することができるࣈ

・通ৗの業務で対応可ೳ

検ࡧ機ೳ ・1%'ファイルを次の条݅で検ࡧできる
ʵ ྖ ऩ年月日、ྖऩ金ֹ、ྖऩ者໊শ、会計఻ථ൪߸

が検ࡧ条݅として設定できる
ʵ日付と金ֹの検ࡧは範囲指定できる
ʵ ೋつ以上の検ࡧ条݅を組み合わせることができる

・ 現在のワークフロー、4A1ではྖऩ年月日、ྖ ऩ金ֹ、
ྖऩ者໊শの３つの項目の検ࡧは出来ないので、ワー
クフローに入力してもらい、データϕースにొ録する

・ ྖ ऩ者໊শのマスタ管理はٻめられていない

ྖऩ金ֹの上限 ・ 金ֹが３万ԁ以上のྖऩ書は認められていない ・ 全てのྖऩ書をスキャφ保存するが、３万ԁ以上は
でも保存するࢴ

・ ３万ԁະຬのྖऩ書は、これまでのように୆ࢴにష
り、఻ථの用ࢴと一ॹにファイϦンάすることはࢭ
める

ঝ認を受けた
書ྨは全部対応
が必要

・ 経費のछྨ別にྖऩ書の対৅を絞ることはڐ容され
る（例えばཱྀ費交通費のྖऩ書だけをスキャφ保存
する）が、特定の部ॺや人員に限定することは認め
られない

・ 協力会社社員のਫ਼算分もワークフローに৐せる必要あ
り。プロジェクトの中で社員に୅理申請してもらう

˞ਃ੥౰࣌（ฏ੒��年݄̐̍೔࣌఺）ͷ法཯ཁ݅にԊͬてい·͢。ฏ੒��年݄̕຤Ҏ߱ͷਃ੥͔Β大෯に規੍؇࿨͞Εてい·͢。
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ϕετϓϥΫςΟε
ड৆ྫࣄ

͍·͢ɻ
ɺಋೖͯ͠ʹ࣌ͨͬ࢕ʹہ੫ࠃʹॳ࠷

͍Δۀا͸௝͍͠ͱͷ࿩Λฉ͖·ͨ͠ɻ
ͱͯ͠ɺࣗ෼ͨͪํ࢓ͷࣄ࢓͹͑ݴʹٯ
͸ઌ୺Λ行͍ͬͯΔͱ͍͏͜ͱͰ͢ɻ
ͪΐͬͱ͓͓͛͞Ͱ͕͢ɺখ͞ͳ会社ͷ

؅ཧ෦ͷࣄ࢓ͱͯ͠͸ɺތΓʹͭͳ͕Δ
࿩ͩͱ͍ͯͬࢥ·͢ɻ

࿨Λ͏͚ͯ؇੍ن

γεςϜಋೖޙʹҰ౓͚ͩ社һݸ人ͷ

ͯͬݴ৽ͱߋ৽͠·ͨ͠ɻߋॺ໊Λࢠి
΋ɺ৽نͰऔಘ͢Δͷͱखଓ͖͸ಉ͡Ͱ
͢ɻిࢠॺ໊ͷऔಘ͸ɺ࣮社会Ͱͷ࣮印
ͷ印ؑূ໌Ͱ͢ͷͰɺѻ͍͸ݫॏͰ͋Γ
खଓ͖͸݁ߏ໘౗Ͱ͢ɻྫ͑͹ɺॅຽථ
ͷॅ所ʹ͔͠書ྨ͕ૹΒΕ·ͤΜ͠ɺ本
人͔͠ड͚औΕ·ͤΜɻ·ͨߋ৽खଓ͖
͕଺ͬͯɺॺ໊͕Ͱ͖ͳ͍͕ؒظੜ͡ͳ
͍Α͏ʹ΋͠ͳ͚Ε͹ͳΓ·ͤΜɻγε
ςϜߏஙͰҰ൪೉͔ͬͨ͠ͷ͸ɺిࢠॺ
໊ͷ෇༩Ͱͨ͠ɻ୭͕ͲͷλΠϛンάͰ
Λؒ࣌ʹ౼ݕΛ෇༩͢Δ͔ɺͷ໌ূࢠి
ཁ͠·ͨ͠ɻ

ॺ໊͸ࢠ人ͷిݸ制؇和ʹΑΓ社һن
ෆཁʹͳΔͱͷ͜ͱͰ͢ͷͰɺ࠶ਃ੥͢Δ
͜ͱΛݕ౼தͰ͢ɻޙࠓର৅ͷ書ྨΛྖ
ऩ書Ҏ֎ʹ͛޿Δ্Ͱ΋ɺిࢠॺ໊Λ͸
͍ͣͨ͠ͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻ

ਤ̍ɹ๏཯ͷཁ݅Λຬͨͨ͠γεςϜ
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はじめに

ઌਐٕज़Λ٬༷͓ͯ͠༺׆ͷܦӦ՝୊
Λղܾ͢Δ株式会社1F6͸2014年10月ɺ
ΦϑΟεͷҠసͱࢴ文書ͷεϦϜԽʹऔ
Γ૊Έ·ͨ͠ɻ本ߘͰ͸ฐ社͕࣮ફͨ͠
औΓ૊Έʹ͍ͭͯ঺հ͠·͢ɻ

オフィス移転の概要

1F6Ͱ͸東京本社（ਆಸ઒ݝ઒࡚ࢢ）ɺ
東京։発ηンλʔ（東京都町田ࢢ）Λट
都ݍͷೋେڌ఺ͱͯ͠࢖༻͍ͯ͠·ͨ͠ɻ
2014年10月ɺ৽ͨʹԣ඿ΈͳͱΈΒ͍
஍区ʹԣ඿本社Λઃཱ͠ɺ東京本社ͱ東
京։発ηンλʔ͔Β߹1500໊ܭͷҠస
Λ࣮͠ࢪ·ͨ͠ɻҠసલͱҠసޙΛൺֱ
͢ΔͱΦϑΟεʹۈΊΔ人਺͸มΘΓ·
ͤΜ͕ɺ૯চ໘ੵ͸໿20ˋݮΛ࣮͠ݱ·
ͨ͠ɻ

Ҡసʹ౰ͨͬͯ͸ʮ1F6Β͍ۭؒ͠
ͮ͘ΓʯΛίンηプトͱ͠·ͨ͠ɻҎԼ
ͷ̏ͭΛபͱ͠ɺ͜ΕΒͷۭؒͮ͘ΓΛ
௨ͯ͠ϫʔΫελΠルͷมֵΛ໨͠ࢦ·

ͨ͠ɻ
⿟Ͳ͜Ͱ΋ΦϑΟε

૑଄ੑΛܹࢗ͢Δ։์తͰॊೈੑͷ͋
ΔۭؒΛ作Γɺಇ͘৔所ʹͱΒΘΕͳ͍
ϫʔΫελΠルΛ໨͠ࢦ·͢ɻ
⿟ίϛϡχέʔγϣϯ

社һ͕集͍情報（஌）Λަڞ／׵༗Ͱ
͖ΔۭؒΛ作ΓɺΦʔプンͰࣗ༝ͳϫʔ
ΫελΠルΛ໨͠ࢦ·͢ɻ
⿟͓΋ͯͳ͠

҆৺・҆શ・շదͳۭؒΛ作Γɺ໌Δ
͘・ಇ͖΍͘͢・ηΩϡΞͳϫʔΫελ
ΠルΛ໨͠ࢦ·͢ɻ

ワークスタイルの変革

৽͍͠ΦϑΟεͰ͸ʮ͍ͭͰ΋Ͳ͜Ͱ
΋ϫʔΫプϨΠεʯΛ߹ݴ༿ʹɺ͕ࣄ࢓
Ͱ͖Δʮ৔ʯ・͕ࣄ࢓Ͱ͖Δʮڥ؀ʯͷ
੔උΛ行͍·ͨ͠ɻ۩ମతʹ͸ɺग़ுऀ
ͷ作ۀ΍ͪΐͬͱͨ͠ଧ߹ͤͳͲʹࣗ༝
Δ৔Λઃ͚ɺແઢLA/ΛுΓ८͑࢖ʹ
Β͢͜ͱʹΑͬͯࣗ੮Ҏ֎ͷ৔所Ͱ΋Ͳ
͜Ͱ΋͙͢ʹネοトϫʔΫʹ͍ܨͰύι

ίンΛ͑࢖Δڥ؀Λ੔͑·ͨ͠ɻ
ઃඋ໘͔ΒϫʔΫελΠルͷมֵΛଅ

͚ͩ͢Ͱ͸ͳ͘ɺಇ͖ํͷվֵʹ΋औΓ
૊Έ·ͨ͠ɻిࢠঝೝΛऔΓೖΕࢴ΁ͷ
ԡ印Λলུ͢Δɺੵݟ書ͷ1%FԽΛਐ
ΊΔͳͲ࢓૊Έ・制౓ʹมࣄͯ͠ߋ຿ॲ
ཧͷޮ཰ԽΛਤΓ·ͨ͠ɻ·ͨɺαςラ
ΠトΦϑΟεͷ׆༻΍಺ઢεマʔトϑΥ
ンͳͲͷπʔルΛ༻ҙ͢Δ͜ͱͰϞόΠ
ルϫʔΫΛՄೳʹ͠ɺ௚行௚ܕؼͷ٬ސ
๚໰ελΠル΁ͷҠ行Λਪਐ͍ͯ͠·͢ɻ

͜ͷΑ͏ͳϫʔΫελΠルͷมֵʹ޲
͚ͨऔΓ૊ΈΛ࣮͢ݱΔͨΊʹɺʮࢴ文
書ͷεϦϜԽʯʹྗΛ஫͗·ͨ͠ɻฐ社
Ͱ͸ࠓ·Ͱଟ͘ͷ͓٬༷ʹεΩϟφΛ͸
͡Ίͱͨ͠υΩϡメントιϦϡʔγϣン
Λఏ͖ͯ͠ڙ·ͨ͠ɻͦͷதͰɺ͓٬༷
຿Λޮ཰Խ͠ɺۀԽʹΑͬͯࢠͷిࢴ͕
ͱ͍͏ʮ෺ʯ͔Β୤٫͢Δ͜ͱͰ৔所ࢴ
΍ؒ࣌ʹͱΒΘΕͳ͍ࣗ༝ͳಇ͖ํΛ࣮
Λ໨ʹ͖ͯ͠·ͨ͠ɻ͜ͷࢠ༷͍ͯ͘͠ݱ
վʹػΒɺࣗ社ʹ͓͍ͯ΋ҠసΛ͔ݧܦ
Ίͯࢴ文書ͷεϦϜԽΛ࣮ફ͠ɺϫʔΫ
ελΠルͷมֵΛ໨͜͢ࢦͱͱ͠·ͨ͠ɻ

時代のニーズに対応した
文書情報マネジメントを紹介

PFUが実践した
オフィス移転と紙文書のスリム化

ձࣾ1'6ࣜג
*5౷ׅ෦

υΩϡϝϯτ׆༻ηϯλʔ
ηϯλʔ௕ɹߐ
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紙文書のスリム化

ฐ社Ͱ͸ैདྷ͔Β会ؔܭ࿈ͷ文書Λத
৺ʹࢴ文書ͷిࢠԽΛਪਐ͍ͯ͠·ͨ͠
͕ɺͦͷଞͷۀ຿文書΍ٕज़ܥͷ文書ʹ
͍ͭͯ͸੔ཧ͕௥͍෇͍͍ͯͳ͍෦෼΋
͋Γ·ͨ͠ɻҠసલʹௐࠪͨ͠ͱ͜Ζɺ
ΦϑΟεʹ͸平ੵΈʹͯ͠東京εΧΠچ
πϦʔͷ໿̏ഒͷ͞ߴʹͳΔ΄Ͳͷࢴ文
書͕ଘ͢ࡏΔ͜ͱ͕Θ͔Γ·ͨ͠ɻ

ͦ͜ͰҠసΛػʹશ社プϩジΣΫトΛ
্ཱͪ͛ɺపఈͨ͠ࢴ文書ͷεϦϜԽʹ
௅Ή͜ͱͱͳΓ·ͨ͠ɻ

ͯ͠ࡍʹ文書ͷεϦϜԽ΁ͷ௅ઓࢴ
Ωʔϫʔυͱͳͬͨͷ͸ʮ文書ͷ׆༻ʯ
Ͱ͢ɻ͜Ε·Ͱ͸ηΩϡϦςΟΛத৺ʹ
ɺͲͷΑ͏ʹ情報ΛकΔ͔ʹয఺Λ͑ߟ
౰ͯͯ文書Λ؅ཧ͖ͯ͠·ͨ͠ɻͦͷͨ
Ί本དྷͰ͋Ε͹อଘ͓ͯ͘͠ඞཁͷͳ͍
文書΍εΩϟンͯ͠ిࢠԽ文書Λอଘ͠
͓͚ͯ͹ྑ͍文書͕ࢴͷ··อଘ͞Εͯ
͍Δͱ͍͏͜ͱ͕ଟ͋͘Γ·ͨ͠ɻ

఺΋Ճ͑ͯ؍ʯͷ༺׆ճɺʮ文書ͷࠓ
文書؅ཧͷ͋ΓํΛݟ௚͠·ͨ͠ͷͰ文
書͕ͲͷΑ͏ͳঢ়ଶʹͳ͍ͬͯΔ͜ͱ͕
๬·͍͔͠Λ͑ߟɺഇغ΍ిࢠԽͷج४
ΛҎԼͷΑ͏ʹఆΊ·ͨ͠ɻ
●保存不要の文書→廃棄

●利用頻度が低い文書→外部倉庫に保存

●利用頻度が高い文書→電子化して活用

●業務途中の文書→紙文書のまま持ち込み

·֤ͣ৬৔ͷࢴ文書ΛϦεトΞοプ͠ɺ
文書ͷѻ͍Λ൑ࢴ४ʹরΒ͠߹Θͤͯج
அ͢Δͱ͍͏ํ法ͰεϦϜԽΛਐΊ·͠
ͨɻج४͕໌֬ʹͳΔ͜ͱͰʮࣺͯͯ΋
େৎ෉͔Θ͔Βͳ͍͔ΒͱΓ͋͑ͣऔͬ
͓ͯ͜͏ʯͱ͍͏͕͑ߟͳ͘ͳΓɺ文書
؅ཧͷҙ͕ࣝ社಺ʹগͣͭ͠ਁಁ͍ͯ͠
͖·ͨ͠ɻ

͜ͷ݁ՌɺҠస࣌ʹ͸ΦϑΟεͷࢴ文書
ྔΛ92ˋ͢ݮ࡟Δ͜ͱʹ成ޭ͠·ͨ͠ɻ

 

PFUの文書管理

৽͍͠文書؅ཧ΁ͷऔΓ૊Έ͸Ҡసͷ
໿͔̏月લɺ2014年̓月͔Β本֨తʹ
ελʔト͠·ͨ͠ɻ

文書؅ཧͷج本ͱͳΔルʔルͷࡦఆɺ
ルʔルʹଇͬͨ؅ཧΛ行͏ͨΊͷγες
Ϝͷߏங・Քಇɺ文書؅ཧΛී͢ٴΔମ
制ͮ͘ΓΛਐΊ͖ͯ·ͨ͠ɻ
⿟จॻ؅ཧΨΠυϥΠϯ

৽͍͠1F6文書؅ཧͷํ͑ߟΛఆΊ
本ルʔルͰ͢ɻ文書ͷ֤ラΠϑαΠجͨ
Ϋルʹ͓͚Δѻ͍ɺిࢠԽ・ഇغͷج४
ͳͲΛΨΠυラΠンͱͯ͠શ社ʹࣔ͠·
ͨ͠ɻ
⿟จॻ؅ཧγεςϜ

文書ͱϑΝΠルαʔόͷࢴԽͨ͠ࢠి
ϑΝΠルΛ文書؅ཧルʔルʹଇͬͯࢠి
֨ೲ͢ΔͨΊͷγεςϜͰ͢ɻ
⿟จॻ؅ཧ࿈བྷձ

֤෦ॺ͔Β࿈བྷһΛબग़ͯ͠ఆظతʹ
࿈བྷ会Λ行͍·ͨ͠ɻ࿈བྷһ͕த৺ͱ
ͳͬͯ৬৔ͷࢴ文書εϦϜԽͱ文書؅ཧ
Λਪਐ͢Δମ制Λ੔͑·ͨ͠ɻ

⿟จॻ-$.αʔϏε１

ԽΛ代行͢ΔαʔビεͰࢠ文書ͷిࢴ
͢ɻ৬৔ͷ作ۀෛ୲Λܰ͢ݮΔͨΊઐ༻
ͷεΩϟχンάルʔϜΛઃ͚ɺిࢠԽ作
Λ集໿͠·ͨ͠ɻۀ

文書؅ཧγεςϜͷՔಇʹΑΓεϦϜ
ԽͷҰ؀ͰిࢠԽͨ͠ࢴ文書͸文書؅ཧ
γεςϜʹొ࿥͞Εɺిࢠσʔλ͕ࢀর
Ͱ͖ΔΑ͏ʹͳ͍ͬͯ·͢ɻ

͜ͷ文書؅ཧγεςϜ͸文書؅ཧΨΠ
υラΠンΛγεςϜͷཁ݅ͱͯ͠ɺ̏ͭ
ͷ໾ׂΛͭ࣋Α͏ʹઃߏ・ܭங͞Ε͍ͯ
·͢ɻ

̍ͭΊͷ໾ׂ͸文書؅ཧΨΠυラΠン
ʹଇͬͨ文書ొ࿥Λ࣮͢ݱΔ͜ͱͰ͢ɻ
文書ͷొ࿥࣌ʹ͸ͦͷ文書ʹؚ·ΕΔ情
報͕ʮ社֎ൿʯͳͷ͔ʮؔऀ܎֎ൿʯͳ
ͷ͔ʹΑͬͯɺӾཡՄೳͱͳΔൣғΛબ
୒͠·͢ɻొ࿥͢Δ文書͸໋໊نଇʹ
ैͬͨϑΝΠル໊ͱ͠ɺొ࿥࣌ʹ͸文書
ࡧݕҾʹ͸ࡧҾ情報Λઃఆ͠·͢ɻࡧʹ
ͷͨΊͷ情報ͷଞʹɺ文書ͷ؅ཧ੹೚ݩ
΍อଘ年͕ݶ෇Ճ͞ΕΔΑ͏ʹͳ͍ͬͯ
·͢ɻ

̎ͭΊͷ໾ׂ͸ొ࿥ͨ͠文書Λه࿥ͱ

೮ड़ইॕ५भ౛ધછ ৗड़ইॕ५भ౛ધછ 

঵ਜಥরभધછ 

�2�చ੖ 

੅ठ੢ा 

17�0 ই॓ॖঝওشॱ1�7 ش ই॓ॖঝওشॱش 

঵ਜಥরभધછ 

ਹ৷ᄄ২ ৈ ڀਗ਼৕৲ 

ਹ৷ᄄ২ ଩ ڀಠಛ 

৳ோਂਏ ఀڀಣ 

１ɿ -ife CyDle Managementのུ。文書などの࡞੒から
ഇغまでを؅ཧする࢓૊み。

ਤ̍ɹࢴจॻεϦϜԽͷ੒Ռ
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ͯ͠దਖ਼ʹ؅ཧ͢Δ͜ͱͰ͢ɻอଘ年ݶ
Λ௒͑ͨ文書͸ΞʔΧΠϒ͢Δ৔߹Λআ
͖ഇ͢غΔඞཁ͕͋Γ·͢ɻ文書؅ཧγ
εςϜͰ͸文書ͷొ࿥࣌ʹอଘ年ݶΛࡧ
Ҿ情報ͱ͠ ͯ෇Ճ͠ɺอଘ年ݶΛܴ͑ͨ文
書͕͍ͭ·Ͱ΋ొ࿥͞Εͨ··ͷঢ়ଶʹͳ
Δ͜ͱΛ๷͗·͢ɻ·ͨɺJI4 X 0902-1
ͷه࿥؅ཧʹٻΊΒΕΔཁ݅Ͱ͋Δਅਖ਼
ੑ・৴པੑ・׬શੑ・ར༻ੑΛ୲อ͠ɺ

؅ཧͰ͖ΔΑ͏ʹγεʹ࿥ͱͯ͠దਖ਼ه
ςϜΛઃ͍ͯ͠ܭ·͢ɻ

̏ͭΊͷ໾ׂ͸ొ࿥ͨ͠文書ͷ׆༻Λ
༰қʹ͢Δ͜ͱͰ͢ɻ文書ʹ集໿͞Εͨ
஌ࣝΛ׆༻͢ΔͨΊʹɺػࡧݕೳΛॆ࣮
ͤͯ͞情報Λ୳͠΍͍ͯ͘͢͠·͢ɻ

͜ΕΒͷ໾ׂΛ࣮͢ݱΔͨΊʹɺ文書
؅ཧγεςϜ͸ฐ社ͷಘҙ෼໺Λ࠷దʹ
ʹԽࢠ文書ͷిࢴங͠·ͨ͠ɻߏͯ͠༺׆
͸ۀ຿༻ߴ଎εΩϟφͷpγϦʔζͱ
ΦʔόʔϔουܕεΩϟφͷ4DaO4Oap 
47�00Λ༻ҙ͠ɺର৅ͷ文書ʹదͨ͠ܗ
Ͱਝ଎ʹిࢠԽΛ行͑ΔΑ͏ʹ͠·ͨ͠ɻ
ாථ0C3ιϑトͷ%ZOaEZFΛ૊Έ߹Θ
ͤΔ͜ͱͰిࢠԽͨ͠文書ͷ࢓෼͚΋༰
қʹ͍ͯ͠·͢ɻ

文書؅ཧγεςϜ͸MiDroToGt 4harF　
1oiOt̎Λϕʔεʹ1F6άルʔプ会社Ͱ

͋Δ,OowMFEHFLaLF社ͷΞυΦンΛ׆
༻͠ɺػೳΛ֦ॆ͍ͯ͠·͢ɻ

 

おわりに

ฐ社Ͱ͸ΦϑΟεҠసΛࢴʹػ文書ͷ
εϦϜԽΛ௨ͨ͠ϫʔΫελΠルͷมֵ
ʹऔΓ૊ΜͰ͖·ͨ͠ɻࢴ文書ͷεϦϜ
ԽΛపఈతʹ࣮行ͨ͜͠ͱͰɺΦϑΟε
Ҡసޙ͸ిࢠԽ・ిࢠ文書Λத৺ʹͨ͠
຿ελΠル΁ͱ社һͷ行ಈ͕ࣗવͱมۀ
Խ͖͍ͯͯ͠·͢ɻ֤෦ॺ͕อ࣋͢Δࢴ
文書ྔͷௐࠪ఺ݕΛܧଓͯ͠行͍ͬͯ·
͕͢ɺΦϑΟεҠస͔ΒҰ年͕ࠓͨͬܦ
Ͱ΋ΦϑΟε಺ͷࢴ文書ྔ͸Ҡస௚ޙͷ
ਫ४Λอ͍ͬͯ·͢ɻଟ͘ͷ社һͷσε
Ϋ্͸ۀ຿த΋書ྨ͕ͳ͘੔಴͞Ε͓ͯ
Γɺͪ࣋ؾΑ͘ Ͱ͖Δঢ়ଶʹͳ͕ͬࣄ࢓
͍ͯ·͢ɻ

ԣ඿本社ʹ͸શ社ͷ40ˋͷ社һ͕ࡏ
੶͍ͯ͠·͢ɻ࣍ͷஈ階ͱͯ͠ɺ࢒Γͷ
�0ˋͷ社һʹରͯ͠΋ࢴ文書ͷεϦϜ
ԽɺϫʔΫελΠルͷมֵΛ͍ͯ͛͜޿
͏ͱ͍ͯ͠·͢ɻޙࠓͷऔ૊Έͷ݁Ռʹ
͍ͭͯ΋·ͨ঺հͰ͖Ε͹ͱ͓ͯ͑ߟΓ
·͢ɻ

̎　MiDroToft SIare1ointはถࠃMiDroToft Corporation
の、ถࠃ、日本およびそのଞのࠃにおける登࿥঎
標または঎標です。

ই॓ॖঝ 

१شং 

ધછଵ৶ 

३५ॸ঒ 

౛ધછ 3') 

ই॓ॖঝ

2îFH 

ই॓ॖঝಉ 

ঝشঝपಋढञఃஈ ੶ஈधखथిਫपଵ৶ ੴ௙भણ৷ 

 ৫ં෇೧भਝ৒؞

 ୵੡ૠಋ؞

 ৸঺ଁ঳भดਬ؞

 ோফ଒दभఀಣ৳؞

 ઌਫਙؚਦ౅ਙؚ؞

౥৸ਙؚਹ৷ਙभ૿৳ 

 ੲਾ॑ർखृघऎघॊ؞

ളਯभਫ਼ดਃચ 

� ৸ધਫ਼ด 

� ดਬਫ਼ด 

ਤ̐ɹจॻ؅ཧγεςϜը໘Πϝʔδ

ਤ̑ɹۀ຿தͷΦϑΟε

ધછଵ৶३५ॸ঒ 

2014ق ফ 10 া༎௮ك ધછଵ৶ 

फ़ॖॻছॖথ 

2014ق ফ 7 াੁ৒ك 

ঝشঝ ३५ॸ঒ ൤఺ 

ધછଵ৶৴൪ভ 

2014ق ফ 7 াكع 

ધછ LCM १شঅ५ 

2014ق ফ 7 াكع ౛ધછ ই॓ॖঝ
१شং 

ਏ੯ ઈ৷ 

ਤ̎ɹ1'6จॻ؅ཧͷਪਐ

ਤ̏ɹจॻ؅ཧγεςϜͷ໾ׂ
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マイφンόー制度の実務対応について2015
年７月21日、JIIMAが主催するマイφンόー
制度のηϛφーを受講する機会がありました。
業人としてまたア΢トιーγンά受ୗ会社とا
して、マイφンόーにどう対応すればよいか、
講ࢣ・କ山੫理࢜の講演内容にԊってݸ人的な
感૝を交えながら報告します。

マΠφϯόー๏の֓ཁʹ͍ͭͯ

「マイφンόー法」は、政府では社会保ো・੫൪߸制度と
呼び、複数の行政機関に存在するݸ人情報を同一人෺のもの
であるかを確認するためのπールであると、କ山先生はޱՐ
を切りました。利用範囲は社会保ো・੫・֐ࡂ対策の分໺で、
以下のようなޮ果が期଴されます。

 

マイφンόーಋ入により、行政事務ॲ理のޮ཰化が図られ
ること、各行政機関が連携でき社会保ো・੫等の分໺におい
てڅ付とෛ担の適切なҡ持が保たれること、行政手ଓきにお
ける国民のෛ担がܰݮされることがあげられます。

法律をみると、第３条にこの法律の基本理念が定められ、
第１項においては、ݸ人൪߸に関わる情報の࿙えい๷ࢭに܎
る安全管理のపఈやݸ人൪߸の利用するうえでの基本的な考
えを、第２項においてはক来的には෯޿い行政分໺における
利用拡大と行政分໺以外の分໺における利用の可ೳੑも考ྀ
されること、第３項ではݸ人൪߸カードの利用ଅ進で、行政
事務のॲ理と行政事務ॲ理以外の事務における活用が図られ
るように行うこと、第４項では情報提供ネットワークの利用
ଅ進が規定されています。

マイφンόー制度のಋ入時点では、社会保ো・੫・֐ࡂ対
策の分໺でのみの利用となっていますが、ক来的には民間に
活用のಓを開くことで൪߸利用に関する施策が推進されると
期଴されています。

またݸ人൪߸カードは、զ々にとって日本で生活するため
になくてはならないカードとなり、ক来的には݈康保ݥ証、
キャッγュカード・クレジットカード機ೳと連動したೲ੫や
行政手数料の支෷いにも࢖われるとともに、また本人である
ことを国が認めてくれている公的ݸ人認証付きのカードとな
るため、ݸ人認証で電子取Ҿが可ೳとなることが考えられま
す。このݸ人൪߸カードが国民にどれだけ多く利用されるか
が、この制度定ணのキーだとକ山氏は࿩されました。

マイφンόー制度は１人に１つずつϢχークな൪߸が付せ
られる「付൪」、ݸ人൪߸を複数の行政機関で管理している

番号制度は、複数の機関に存在する個人の情報を同一人の情報
であるということの確認を行うための基盤であり、社会保障・
税制度の効率性・透明性を高め、国民にとって利便性の高い公
平・公正な社会を実現するための社会基盤（インフラ）である。

・�より正確な所得把握が可能となり、社会保障や税の給付と負
担の公平化が図られる

・真に手を差し伸べるべき者を見つけることが可能となる
・�大災害時における真に手を差し伸べるべき者に対する積極的
な支援に活用できる

・社会保障や税に係る各種行政事務の効率化が図られる
・�IT を活用することにより添付書類が不要となる等、国民の利
便性が向上する

・�行政機関から国民にプッシュ型の行政サービスを行うことが
可能となる

・�より公平・公正な社会
・社会保障がきめ細やかかつ的確に行われる社会
・行政に過誤や無駄のない社会
・国民にとって利便性の高い社会
・�国民の権利を守り、国民が自己情報をコントロールできる社会

+**."ಛผηϛφーʮマΠφϯόー੍౓の֓ཁと࣮ۀا຿ɾ४උʯΛฉ͍ͯ

΍らͳ͚Ε͹ͳらͳ͍マΠφϯόーରԠ͕ۀا

ձࣾΞϐοΫεࣜג
Ӧۀຊ෦ɹɹɹɹɹɹ઒

͔Θ

໺
ͷ

 ཅ
Α͏

Ұ
いͪ

ࣾ ձ อ োɾ ੫ ൪ ߸ ͷ ಋ ೖ झ ࢫ

ࣾձอোɾ੫ɾ֐ࡂରࡦͷ֤෼໺Ͱ൪߸੍౓Λಋೖ

ग़యɿ಺ֳ׭๪ࣾձอোվֵ୲౰ ʮࣨ൪߸੍౓ͷ֓ཁʯ

କࢁ੫ཧ࢜ͷηϛφʔΛௌ͘
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管理൪߸に間ҧいなくඥ付けする「情報連携」、਎元の証明・
൪߸のਅ正ੑを証明する「本人確認」の３つを大લ提として
成り立ちます。マイφンόー制度運用にあたり問題となるの
が情報࿙えいですが、各行政機関が保有している国民のݸ人
情報はそれぞれの行政機関が管理することとなっており、行
政機関は情報提供ネットワークγステϜ（)29.1 運用開࢝予
定）を通͡てでしか情報連携ができない࢓組みになっている
そうです。また情報提供ネットワークで情報連携されたݸ人
情報はロάが残るようになっており、このロάは国民ݸ人や
特定ݸ人情報保護委員会が第三者機関として監ࢹすることに
なっているようです。ただ特定ݸ人情報ファイルをނ意に࿙
えいさせたりすると、ݫしい罰則が適用されます。これらマ
イφンόー関連事務を受ୗしている事業者においても罰則が
適用され、委ୗの場合でも委ୗ先の特定ݸ人情報の安全管理
について管理監ಜ義務が生͡ます。

しかし事業者がマイφンόーに関わる範囲は限定的だとକ
山氏はଓけます。関わる範囲は社会保োと੫の分໺。従業員
に関する「年金」、「࿑ಇ保ݥ・݈康保ݥの社会保ݥ関܎」と
それから支෷ௐ書の作成「ઘ௃ऩථ作成事務ݯ」༩所得のڅ
事由となるݸ人への支෷いにおいての「支෷ௐ書の作成に関
する事務」のみです。この範囲での運用手ॱを明確にして、
その業務フローのとおりマイφンόー関連事務を行うことが
。められますٻ

͍ͯͭʹ߸ਓ൪߸と๏ਓ൪ݸ

マイφンόーは今年10月以߱、ࢢொ村からॅ民ථのॅ所に

「通知カード」がૹられてきます。「ݸ人൪߸カード」は通知
カードに同෧される交付申請書とࣸਅをࢢொ村にฦૹすれば、
で本人確認のうえ通知カードとҾき換え交付されޱொ村૭ࢢ
ます（ແ料）。ݸ人൪߸カードの発行は平成28年１月以߱で、
有ޮ期間は20ࡀະຬで５年、20ࡀ以上は10年、ICチップ付
きのプラスチック੡カードとなります。表໘は氏໊・ॅ所・
生年月日・ࣸإਅ、ཪ໘はマイφンόー（ݸ人൪߸）が記載
され、公的な਎分証明書として利用可ೳとなりますが、ཪ໘
のマイφンόーは利用目的なく書きࣸし・コϐーはࢭېされ
ています。法人൪߸は国੫ி長׭から法人に対して13ケタの
法人൪߸を指定し通知されます。

マイφンόーの記載開࢝は平成28年１月からです。主に੫
分໺においてのೲ੫申告書や各छ申請書、ಧ出書に記載が必
要となりますが、社会保ো関܎では݈康保ݥ・ް生年金関܎
はその１年後、平成29年１月以߱にマイφンόーの記載が開
。されますのでこの点は注意が必要です࢝

またݯઘ௃ऩථ・支෷ௐ書の法定ௐ書は৽༷ࣜにかわり、
支෷いを受ける者のݸ人൪߸とැཆ਌଒のݸ人൪߸、支෷者
の法人൪߸またはݸ人൪߸を記載することになります。法律
で本人に交付義務のない法定ௐ書を支෷内容の確認などでૹ
付する場も多いと思いますが、この場合の支෷ௐ書には支෷
いを受ける者及び支෷者のݸ人൪߸は記載しないで交付する
ことになるのでこれも注意が必要です。

͍ͯͭʹの࣮຿ରԠۀا

実務対応について、事業者にとって一൪重要なϙイントは

৚จڌࠜ ओɹମ ҧ൓ߦҝͷ಺༰ ๏ఆܐ

��৚ ؔ߸ਓ൪ݸ務·たはࣄਓ൪߸利用ݸ
していたऀࣄるຢはै͢ࣄ務にैࣄ܎

ਖ਼౰ͳ理༝ͳ͘ 、ͦͷۀ務に しؔてऔΓѻ たͬಛ定ݸਓ情報ϑΝ
イϧをఏڙした৔߹

年̐ҎԼͷ௄໾もし͘ は���ສԁ
ҎԼͷേۚຢは͜ ΕをซՊ

��৚ ؔ߸ਓ൪ݸ務·たはࣄਓ൪߸利用ݸ
していたऀࣄるຢはै͢ࣄ務にैࣄ܎

務にۀ しؔて知Γಘたݸਓ൪߸をࣗ もし͘ݾ はୈऀࡾͷෆਖ਼ͳ利
ӹをਤる໨的Ͱఏڙし、ຢは౪用した৔߹

年̏ҎԼͷ௄໾もし͘ は���ສԁ
ҎԼͷേۚຢは͜ ΕをซՊ

��৚ શてͷऀ ਓをٗ͘ 、๫ߦをՃ る͑、ڴഭߦҝ、財෺ͷ઄औ、ࢪ設΁ͷ৵入、
ෆਖ਼ΞΫセスߦҝ౳にΑΓ、ݸਓ൪߸をऔಘ͢る͜ と

年̏ҎԼͷ௄໾ຢは���ສԁҎ
Լͷേۚ

��৚ ମͳͲͷ職員ஂڞ஍ํެ・ࠃ 職ݖをཞ用し、専Βͦ ͷ職務ͷ用Ҏ֎ͷ໨的Ͱಛ定ݸਓ情報を
ऩू͢る͜ と

年̎ҎԼͷ௄໾ຢは���ສԁҎ
Լͷേۚ

��৚ ಛ定ݸਓ情報อޢ委員ձͷ委員長、
委員、職員 ൿີを࿙Βし、एし͘ は౪用͢る͜ と 年̎ҎԼͷ௄໾ຢは���ສԁҎ

Լͷേۚ

��৚ ಛ定ݸਓ情報ͷऔѻに しؔ法ྩҧ൓
ͷ͋ͬ たऀ ಛ定ݸਓ情報อޢ委員ձͷ໋ྩにҧ൓͢る͜ と ̎年ҎԼͷ௄໾ຢは��ສԁҎ

Լͷേۚ

��৚
ಛ定ݸਓ情報อޢ委員ձ Β͔、報ࠂ・
ͷࠪݕめ、࣭໰、立入ٻྉఏग़ͷࢿ
めをड͚たऀٻ

ݕ൱、立入ڋྉఏग़、࣭໰΁ͷ౴หͷࢿͷِڏ、ࠂͷ報ِڏ
ࠪͷڋ൱・๦֐౳を͏ߦ と͜

̍年ҎԼͷ௄໾ຢは��ສԁҎ
Լͷേۚ

��৚ શてͷऀ ِΓͦ ͷଞෆਖ਼ͷखஈにΑΓ௨知Χーυຢはݸਓ൪߸Χーυͷަ
෇をड る͚͜ と

͔̒ ݄ҎԼͷ௄໾ຢは��ສԁҎ
Լͷേۚ

േɹɹଇʢ๏ఆܐʣ

΍らͳ͚Ε͹ͳらͳ͍マΠφϯόーରԠ͕ۀا

ग़యɿ4,+૯߹੫ཧࣄ࢜຿ॴɾକٱتࢁ଄ߨԋࢿྉΑΓ
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ルールづくりです。マイφンόーऩ集と利用にあたって、取
扱規ఔや業務フローの作成に重きを置くことにまずは注力が
必要だと感͡ました。平成27年度中に対応すべきこと、平成
28年以߱に対応すべきこととしてࣔされたのは以下の通り
です。

【平成27年度中対応】
⿟ ൪߸ؔ࿈ۀ務ͷநग़ʹࣗ社ͷ൪߸੍౓にؔ࿈͢るۀ務ͷ

நग़
⿟ ൪߸ӡ用ؔ࿈ͷ規定・ମ੍౳ͷ੔උʹର৅ۀ務ͷϑϩー

౳ͷվగと社಺ମ੍ͷߏங
⿟ ಛ定ݸਓ情報ͷ҆શ管理ํ法ͷݕ౼ʹ҆શͳσータͷอ

管ํ法
⿟ څ༩・ࢧ෷౳ͷγスςϜվमۀ࡞ʹର৅ۀ務に܎るγス

ςϜվमํ法
⿟ 社員౳ͷڭҭ͓ΑͼγスςϜݚमʹ൪߸੍౓にؔ͢る社

員ڭҭ

【平成28年以降対応】
⿟ ै ਓ൪߸ͷऩݸʹਓ൪߸ऩूݸ員౳、औҾઌ౳͔Βͷۀ

ूํ法ͷݕ౼
⿟ ಛ定ݸਓ情報ϑΝイϧͷ࡞੒ʹݸਓ൪߸ͷ入ྗํ法をݕ౼
⿟ ݸਓ൪߸・法ਓ൪߸にΑるߦ政खଓ͖౳ʹߦ政ؔػ΁ͷ

ਃࠂ・खଓ͖࣌ͷ൪߸ه入
⿟ ಛ定ݸਓ情報ͷอ管・҆શ管理ʹอ管・҆શ管理・委ୗ

ઌ౳ͷ管理・؂ಜํ法ͷݕ౼

対応部ॺ・൪߸をऩ集する対৅者・記載書ྨの別を೺Ѳす
ると、業務フローがߏஙしやすくなり、基本方針や取扱規ఔ
も策定しやすくなるとକ山氏は言います。取扱規ఔなどは、
自社の顧問੫理࢜に૬ஊ、あるいはガイドブック等のテンプ
レートを自社が࢖えるようなܗに改గして適用することがק
められました。

には、必ず本人確認が必要となࡍ人൪߸の提供を受けるݸ
ります。本人確認はڭҭを受けた特定ݸ人情報取扱担当者が
行わなければなりません。①ݸ人൪߸カードでの確認、②通
知カードと運స໔ڐ証等の਎元確認書ྨでの確認、③ݸ人൪
߸が記載されたॅ民ථのࣸし等と運స໔ڐ証等の਎元確認書
ྨでの確認、が本人確認の方法として推঑されました。

ऩ集方法は①対໘で行う、②本人確認書ྨのコϐーを༣ૹ
で行う、③イメージデータなどをΦンラインでૹ৴する、④
ೋ回目以߱の確認は本人しか知らない情報なら電࿩で確認す
ることも可ೳです。しかし従業員の਎元が明確になっている
と会社で確৴できる場合には、਎元確認はෆ要です。なお、
ऩ集先のݸ人からどの書ྨも提出されず、൪߸ऩ集や本人確
認ができない場合は、行政機関への提出書ྨにはマイφン
όーは記載せず、ऩ集できなかった経Ңを記録し保存するこ
とで単なるऩ集義務ҧ反でないことを明確にすることができ
ます。

安全管理措置義務については、ऩ集した൪߸データにマイ
φンόーに関܎のない他の従業員がアクηスできない措置を
講ずるよう注意ש起されました。マイφンόーが格ೲされて
いる特定ݸ人情報ファイルは、年一回ఔ度しか࢖わない情報
であり、ৗ時ネットワークに接ଓする必要もないので必要に
応͡て接ଓする措置も提案されました。いずれにしても特定
人情報取扱担当者とその者の監ಜ者のみがアクηスできるݸ
よう制ޚが必要です。

こうした安全管理に関する措置については「特定ݸ人情報
の適正な取扱いに関するガイドライン（事業者ฤ）」が特定
人情報保護委員会から発行されていますのでμ΢ンロードݸ
し、९कして΄しいと案内されました。概ུをࣔすと以下６
つの事項があります。

⿟جຊํ਑ͷࡦఆ
ɹ ಛ定ݸਓ情報౳ͷదਖ਼ͳऔΓѻいͷ֬อにͭいてج本ํ

਑をࡦ定し、ैऀۀにप知పఈ͢る

⿟औѻنఆͷ౳ͷࡦఆ
ɹ ऩूˠه入ˠอଘˠఏڙˠഇغ౳、ஈ֊͝とͷྲྀΕを੔

理し、ಛ定ݸਓ情報౳ͷ۩ମ的ͳऔΓѻいを定めるखॱ
をࡦ定͢る

⿟૊৫త҆શ؅ཧાஔ
ɹ҆શ管理ͷためͷ૊৫ମ੍を੔උ͢る

⿟ਓత҆શ؅ཧાஔ
ɹࣄ務୲౰ऀͷద੾ͳ؂ಜ、ڭҭͳͲ

⿟෺ཧత҆શ؅ཧાஔ
ɹಛ定ݸਓ情報を管理͢る۠Ҭを໌֬Խ͢る

⿟ٕज़త҆શ؅ཧાஔ
ɹ ಛ定ݸਓ情報ϑΝイϧͷൣғをݶ定͢るためͷΞΫセス

ાஔࢭ情報࿙͑い౳ͷ๷、ޚ੍

特筆すべきは、運用の記録（アクηスロά・情報のഇغ等
の記録）をとる重要ੑや情報࿙えい等を起こした場合のਝ଎
な対応が必要なことです。上記の措置はどちらかといえば大
業が対応すべき事項で、中小規໛事業者（従業員が100໊ا
以下の事業者）はগし؇和されています。

͓ΘΓʹ

今回受講して感͡たことはલ段でも৮れましたが、ا業側
も受ୗ側も情報࿙えいが発֮すれば、実ܐまたは罰金が科せ
られるというϦスクが高い点です。運用໘からJI4 215001

取得だけではなく、I40 27001（情報ηキュ（人情報保護ݸ）
ϦテΟマネジメントγステϜ）の取得もࢹ໺にいれて対応す
ることがا業๷Ӵする一൪の方策だと自社に置き換え、あら
ためて実感する次第です。

΍らͳ͚Ε͹ͳらͳ͍マΠφϯόーରԠ͕ۀا
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１．はじめに

લߘでは、文書を活用するために必要な要素ٕज़について
概説した。そのٕज़を応用し、༷々なデータを分ੳすること
は、৽しい価஋の૑出につながる。分ੳ対৅のビッάデータ
と呼ばれるデータは、「ا業内データ」「お٬༷接点データ」

「Φープンデータ」の３छのカテΰϦーに大別できる。
業ا、業活動を通して生み出されا、は「業内データا」

内に஝積される、経理、ࡒ務、法務、Ӧ業などに関する機密
ੑの高い基װデータである。「お٬༷接点データ」は、70C

（お٬༷の੠）データやళฮ内の動画データのように、お٬
༷の言動や行動が起点となって生成されるデータである。そ
して、「Φープンデータ」は、5Xitter�や'aDeCooL�などの
4/4データや-inLeE 0Qen %ata１関連データのように、一
般に公開され୭もが入手可ೳなデータである。

本ߘでは、これらの３छのカテΰϦーの୅表的なඇߏ଄化
データである4'A（Ӧ業支援γステϜ）、70C、4/4を対৅
にした۩体的な活用事例を঺հし、データ分ੳで得られる情
報の৽たな可ೳੑについて検討する。

２．SFA分析への応用

当社は、2012年から4'Aを国内Ӧ業部門にల開し、現在、
月に数十万݅のϖースで全国のӦ業日報データを஝積してい
る。஝積されたӦ業日報データを活用することで、お٬༷ຬ
଍度を޲上させるとともに、Ӧ業力を強化することにつなが
ると考えている。

Ӧ業日報テキストに対して、લߘで説明した専門用ޠந出
とྨࣅの機ց学習手法に基づくٕज़を活用することによって、
お٬༷のおࠔり͝とや要望など、お٬༷が๊える課題に関す

る記述（課題記述文）を自動ந出することが可ೳだ。Ӧ業日
報テキストをキーワード検ࡧや๚問したお٬༷の業छ・規໛
などの各छଐੑによって検ࡧすることで、参রしたいӦ業日
報をޮ཰よく絞り込み、ந出された課題記述文をӦ業日報の
要約として表ࣔすることで、Ϣーβーはその日報に含まれる
重要なΤッηンスをଈ࠲に೺Ѳすることができる。 

さらに、Ӧ業日報検ࡧγステϜを用いて絞り込まれたӦ業
日報のテキスト情報と、お٬༷や঎ஊに関するଐੑ情報を౷
合することで、Ӧ業分ੳ、お٬༷分ੳ、ചり上げ分ੳなどछ々
のデータ分ੳが可ೳとなる。

このようにӦ業日報に含まれる「お٬༷課題」を๲大な情
報の中から有用な情報として取得し、課題をந出し、೺Ѳす
ることは、Ӧ業力強化に必要ෆ可ܽである。さらに次ষで説
明する70C分ੳによっても、ا業活動の1%CA（計画・実行・
検証・改ળ）を加଎させることが出来る。

３．VOC分析への応用

お٬༷接点データである70Cは、ϗーϜϖージやコール
ηンター、保क担当者をհしてテキストとして入力され、γ
ステϜによって自動付༩されるお٬༷のଐੑや背景情報とと
もに、ا業内のデータϕースに஝積されている。70Cには、
自社঎඼に対するۤ情や意見、要望の΄か、お٬༷課題も含
まれており、これらのデータを分ੳして問題解決や࠶発๷ࢭ、
৽঎඼のا画、開発など、ا業内の多༷な業務プロηスへ活
用できる。 

時々ࠁ々とม化する多ྔの70Cを整理分ྨし、多༷な部
門で活用できる分ੳ結果を自動的なॲ理で得ることはࠔ難で

非構造化データの活用③

業務への活用事例

෋࢜θϩοΫεࣜגձࣾ
ιϦϡʔγϣϯɾαʔϏεاը؅ཧ෦

ɹञ
͔͞

井
い

 ެ
͜͏

希
͖

̍ɹ΢Τϒ上Ͱσータをެ։し、ڞ༗͢る࢓૊み。
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あり、現在は各部門で多大な࿑力を要して分ੳをする必要が
ある。

このような各部門の࿑力をܰݮするために、対࿩的なイン
ターフェースを通して70Cの最適な分ྨ体ܥをޮ཰よく発
見することが؊となる。例えば、対৅の੡඼や場所・඼࣭・
意見のタイプなどで自動的に分ྨしたり、関ੑ܎をந出する
ことで、人の分ੳに役立てることができる。また、重要度を
判定することで、取り組むべきॱ൪などの判断を支援するこ
とが出来る。

このような分ੳを組み合わせることで、過ڈのトレンドと
異なる޲܏をࣔすαービスカテΰϦーの早期発見等につなが
り、αービスやお٬༷対応をタイϜϦーに改ળすることが可
ೳとなる。

そして、「ا業内データ」「お٬༷接点データ」だけでなく、
「Φープンデータ」に対しても分ੳを行うことで、ブランデΟ
ンά２やマーケテΟンάのઓུに生かすことが出来ると考え
られる。

４．SNS分析への応用

4/4には޿くݸ人の意見が౤ߘされるが、その中には঎඼
の評判も多く含まれる。その౤ߘを分ੳすることで、঎඼に
対するϦアルタイϜで཰直な意見を得ることができ、マーケ
テΟンάに活用できると考えている。Ϣーβーが౤ߘしたテ
キストから、౤ߘがϙジテΟブな意見かネガテΟブな意見か
のੑۃを判定したり、画૾も併せて分ੳすることで、౤ߘし
たϢーβーのੑ別や年ྸなどのプロファイル情報を推定する
ができる。これにより、঎඼がϢーβーからどのηάメント

に受け入れられているかのマーケテΟンά情報を得ることが
できる。

図３は、4/4の対৅を5Xitter�とし、小ചళでചられて
いる঎඼の分ੳを行った結果の例である。また、図４に特定
の5Xitter�Ϣーβーが発৴した一連のメッηージから、そ
のϢーβーのプロファイルを推定した結果の例をࣔす。この
ように、4/4の分ੳによって঎඼͝との評判をϦアルタイϜ
に知り、さらにプロファイル推定結果からそのηάメント情
報を得ることが可ೳになる。 

５．横断分析

上記に述べた「ا業内データ」「お٬༷接点データ」「Φー
プンデータ」の３छのカテΰϦーにおいて、カテΰϦーが異
なるデータは、機密ੑのҧいなどの理由で、多くの場合、෺
理的・࿦理的にޓいに切り཭された状ଶでデータϕースに格
ೲされており、データ間のඥづけもない。したがって、これ
までは、カテΰϦーにまたがるデータ分ੳは十分行われてこ
なかった。しかし、このような横断分ੳは有用な分ੳ結果を
生み出すことが多い。たとえば、当社では、お٬༷先の各複
合機のՔಇ状況データを、お٬༷のঝ୚を得たうえでا業内
データとして஝積し分ੳを行っているが、このデータだけで
はՔಇ状況のม化はわかってもม化の理由はわからない。一
方で、お٬༷接点データである70Cテキストとඥづけて分
ੳすることにより、Քಇ状況の特異的なม化の理由を発見す
ることが可ೳである。 

また、ا業内データである104データ（ళ಄ൢചデータ）
は、お٬༷が঎඼をߪങする場合に得られるデータであり、
お٬༷がߪങしなかった場合のデータは含まれていない。一

"O FYBNQMF PG 5XJUUFS� VTFS QSPGJMJOH
ਤ̐ɹ5XJUUFS�ϢʔβʔͷϓϩϑΝΠϧਪఆ݁Ռྫ

"O FYBNQMF PG TFOUJNFOU BOBMZTJT PG UXFFUT UP FTUJNBUF UIF QVCMJD PQJOJPO PG B QSPEVDU
ਤ̏ɹUXFFU͔Βਪఆ͞Εͨ঎඼ͷධ൑৘ใྫ

̎ɹ商඼΍サービスͷϒϥンυをߏங͢るためͷϚーέςΟンάઓུ。
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方で、入ޱのカメラで来ళ٬数や行動ルートをϞχタϦンά
したり、ߪ入ʗඇߪ入٬の行動等、ళฮ内のビデΦカメラ映
૾を分ੳすることで、ߪങにࢸらなかったお٬༷の行動情報

（ཉしい঎඼がなかったのか、঎඼はあったがؾに入らなかっ
たのかなど）を得ることが可ೳである。

さらに、お٬༷接点データとΦープンデータの組み合わせ
も重要である。たとえば、70Cテキストの多くを઎めるク
レーϜ情報から঎඼の問題点を分ੳすることは可ೳであるが、
঎඼の長所を೺Ѳすることは容қでない。Φープンデータで
ある4/4データを感情分ੳすることにより、঎඼の長所をิ
完することが可ೳである。このような、カテΰϦーにまたが
る横断分ੳからこれまでにない分ੳ結果を得ることは、デー
タ分ੳをا業活動に活用するための重要な方ੑ޲の１つであ
ると考える。

６．おわりに

本ߘでは、３छのカテΰϦーのඇߏ଄化データを対৅とし
た分ੳ事例を঺հした。今回の事例は、ඇߏ଄化データを対
৅とする点が特௃である。言ޠॲ理ٕज़および画૾認識ٕज़
を用いて、ඇߏ଄化データをߏ଄化し複合的に分ੳすること
で、意ຯを持たないデータが有用な情報にม換できる。それ
により、既存事業の拡大のみならず৽たな価஋૑଄につな

がっていくものと考える。
今後、ا業活動を加଎させるためには、ビッάデータの分

ੳはますます重要となるだろう。IC5の進化により、文書は
༷々なܗにม๴し、時間や場所の෺理的な制約がなくなりつ
つある。それに連動して情報は加଎度的に૿えଓけている。

「人」と「分ੳٕज़」が༥合し、人間科学的な؍点から、分
ੳすべき課題をޮ཰的に発見し、分ੳ結果を実行施策につな
げることで、は͡めてデータは価஋あるものにม๴する。こ
れまで取り扱いが難しかった文書そのものや付ਵする情報を
読み解き、人の目からは見えにくいҼ果関܎や可ೳੑを予ଌ
した上で、৽たな価஋を૑଄していくことが、今後のا業活
動に必要なのではないだろうか。
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文書情報マネージャー

認定者からのひと言

日東工器株式会社
総務部　総務課

大日本住友製薬株式会社
研究本部　研究管理部　主席部員

富士ゼロックス株式会社
中央営業事業部　ヘルスケア営業部

①�業務上必要性を感じセミナーの教科書である「文書情報マネ
ジメントのあり方」を購読し、JIIMAを知りました。その後
HPで認定制度を知りました。

②�当社では「文書規程」はあるものの長い間見直しが行われ
ておらず、管理の仕方が各部署任せとなっています。そこで
プロジェクトを立ち上げて活動を開始。「機密文書」の定義・
扱いについての情報を中心に得たいと思い受講しました。

③�文書管理に関する法律がどんどん変わってきている点を改め

①�弊社他部署の者からのJIIMAのパンフレットで知りました。

②�2014年に文書情報管理士試験を受け、業務においてより参
考となる文書情報マネジメントの知識を習得したいと考え受
講しました。

③�文書情報管理の実例や法改正などの最新の動向を盛り込ん
だ資料をもとに解説くださり、大変わかりやすく興味をもっ
て聴講することができました。ワークショップも特に2日目
は、コミュニケーションをとることが「分類」に対する考え

①�弊社元社員から紹介がありました。

②２点あります。
　⑴�以前、文書管理コンサルに携わる業務をしていましたが、

ブランクがあり不安だったため。
　⑵�世間情勢が変化する中、文書管理に係わる内容の変化を

知りたかったため。

③�弁護士の牧野先生の講義内容が興味深く、先生の講義内容
から業種問わず、文書管理の大切さが感じられました。ただ、
時間が短かったので、先生も早口で進められたのか、もう少

①�文書情報マネージャー認定制度はどこでお知りになりましたか？
②受講の動機は？（受験のきっかけ）
③セミナー内容の感想
④今後この資格をどのように活かしていきますか？
⑤�文書情報管理について、もっと知りたい、学習したいことは何
ですか？

て細かく知ることができた点が良かった。また、他社の方々
と交流をすることで、困っている点や取り組み等を聞くこと
ができたのはとても有意義でした。

④�プロジェクトで活動を進めていく上で、「絵に描いた餅」のよ
うな制度ではなく、皆がきちんと理解し、取り組むことで意
味を成す制度を築ければと思います。

⑤・法律が変わることで簡素化できる対応はあるか
　・社員への教育の仕方

方の共有・合意形成に重要であることを実感として再認識で
きました。

④�経営戦略という視点からも文書情報管理が必要であること
に対する理解を促すとともに、「実効」性のある管理が「実行」
できようにしていきたいと考えます。

⑤・�管理された状態を維持するための効果的かつ効率的な教
育方法

し時間を取って頂ければ良かったと思います。

④�私がお客様としているのは病院関係です。万が一事故があっ
た場合、訴訟の対象になり、信用の失墜に繋がります。文書
管理を疎かにするとそんな状況にもなり兼ねないので、文書
管理の重要さをお伝えし、ご提案できればと思っています。

⑤・病院が取り組む電子帳簿保存法について
　・病院の文書管理の実態および進むべき方向
　・病院が関わる電子情報の取り扱いおよび保管について　等

今
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第̔回目となる文書情報マネージャー認定ηϛφーが７月９日・10日、全ਫಓ会館（文京۠）で行われた。文書管理に
関わる法改正が多い今年、文書管理業務にどのような影響が起こるのか。受講生はਅ݋な໘持ちで学習、自社での対応を໛
提出者が数໊いたものの、全員࠶業を中৺に受講した。理解ෆ଍のためレϙートاした。今回の受講者は41໊、Ϣーβーࡧ
が合格した。認定された受講者のօ༷からو重な意見がدせられたので঺հする。
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公文書管理法が施行されて４年が経過した。
公文書管理法（公文書等の管理に関する法律）は、年金記

録などの公文書のずさんな管理が社会的に問題となったこと
を受けて法制化に踏み切られた法律だ。平成20年11月、公
文書管理の在り方等に関する有識者会議の最終報告書が国会
に提出され、翌３月に閣議決定、６月には衆参両院で可決さ
れた。公布は平成21年７月、施行は平成23年４月からである。

この公文書管理法は、日本の歴史的公文書の保存・公開に
は必要で、大きな影響力を持つ法律ではあるが、骨格だけが
先行したために衆議院から14の附帯決議、参議院からは21
の附帯決議が含まれた。つまり法律が成立・施行した後も、
見直しをしなければならないことが織り込み済みであったと
言える。言い換えると、見切り発車的な施行だったがために、
附帯決議が多く付くのはむしろ当然ことと言えるかもしれない。

これらの附帯決議の内容をキーワード的に挙げてみると、
「行政改革」「総合的かつ一体的」「中間書庫の検討」「恣意的
な運用がないこと」「情報公開と公文書管理の連携」「職員意
識改革と研修」「人員と予算」「独法文書の移管」「管理体制
の公開と国民意見反映」「デジタルアーカイブ化の推進」「電
子公文書の長期保存の検討」「公文書館と図書館の併設への
支援」などである。これらから今後の利活用と運用するため
に必要な体制についての事柄が多く、５年間の運用状況を総
括するのに大事な要素が含まれているのがわかる。

さてこうした背景の下、見直しに提言すべく、文書及び記
録管理に関連した学会・専門団体が一堂に会して平成26年
12月20日、学習院大学において「公文書管理法５年見直しに
ついての合同研究集会」が開催された。JIIMAは主催者側
から案内を頂き聴講の機会を得たので以下にその概要を記す。

合同研究集会の目的

この集会は、公文書管理法の附則13条「政府は、この法律
の施行後５年を目途として、この法律の施行の状況を勘案し
つつ、行政文書及び法人文書の範囲その他の事項について
検討を加え、必要があるときは、その結果に基づいて必要
な措置を講ずるものとする」の内容に従って平成27年度末
までに法改正を図ろうというものである。そして日本アー

カイブズ学会、学習院大学人文科学研究所が主催のもと、
ARMA International 東京支部、記録管理学会、全国歴史
資料保存利用機関連絡協議会が協力して開かれた。

公文書館などの現場で経験を積まれた専門家の方々や記録
管理やアーカイブズの研究に従事される方々が集い、５年見
直しに取り組み、連携して政府に単なるパブコメではなく複
数の団体からの政策提言をしようというものである。そして
最終合同研究集会（平成27年７月19日）において共同提言
を報告しようとするものである。

第１回目研究集会（平成26年12月20日）

１回目は記念講演に高山正也元国立公文書館館長、その他
古賀崇氏（天理大学）、小髙哲茂氏（群馬県立文書館）、西川
康男氏（ARMA International 東京支部）、早川和宏氏（桐
蔭横浜大学）がパネラーとしてそれぞれの立場から下記の意
見を述べられた。

̍ɹ ࢘法෎はਐΜ͕ͩ立法෎（ࠃձ）はਐΜͰいͳい。ऺ、
ʁ͔ޱͲͪΒ͕૭ࢀ

̎ɹ ෟଳܾٞʮऺӃ��、ࢀӃ��ʯ͜ͷෟଳܾ߲ٞࣄͷ༏
ઌҐ෇͚͕ඞཁͩ。

̏ɹ ެ จॻ管理ॆ࣮ͷݚम੍౓、ΞーΩビストҭ੒͕ٻめ
ΒΕる。

̐ɹ 大学ΞーΧイϒζ͕Ͱ͖ていͳい。ͳͥͳΒ։ؗ΁ͷ
ϋーυϧ͕ߴい͔ΒͰ͋る。

̑ɹ ެ จॻ管理͕上ख͘Ͱ͖ている͔をνΣッΫ͢るࢹ؂
ମ੍͕ඞཁͰ͋る。

̒ɹ ి ඞཁͰ͕ࡦࢪଇにอଘ΍管理ͷݪจॻͷ利用をެࢠ
͋る。

̓ɹ ࣗ 治ମ΁ͷී׆ٴಈ΍ެจॻ管理政ࡦৼڵにΑるఈ上
͛ରࡦをٻめる。

̔ɹࠃはݱ৔ͷҙݟを聞いてཉしい。
̕ɹ ಛผൿີอޢ法とެจॻ管理法ͷ੔߹ੑをݕ౼してཉ

しい。
��  ެ จॻ管理法を情報ެ։、ݸਓ情報อޢ法とͷセット

Ͱվਖ਼ͷݕ౼を͓ئいしたい。
��  ಛ定ྺެ࢙จॻͷഇغをೝめる͜ともඞཁͰ͋る。ス

ϖース֬อ͕೉しい。

以上がパネラーたちの意見で、第１回目はこれまでの問題
となっている事柄や要望を提起した会合となった。

「公文書管理法５年見直し」について
　公文書法見直し研究会を聴講して

๏຿ҕһձɹެจॻ 8(
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第２回目研究集会（平成27年３月14日）

ARMA International 東京支部の小谷允志顧問は「公文
書管理法の見直しの課題と提言」をテーマに講演した。小谷
氏は歴史的公文書の移管（平成25年度、ファイル数280万、
移管数約９千、約0.3％）が進まないのは、評価選別の難しさ、
公文書発生時にレコードスケジュールがないなどの理由の他
に、内容を熟知した職員が判断するなど最終判断時点での
アーキビストのチェックがないことが問題だと指摘された。
また各府省の文書管理担当者は他の業務との兼業が多く、し
かも異動等で腰の坐った対応ができないと加えた。そのため
には専門職体制が必要であり、法律でレコードマネージャー・
アーキビストなど文書管理専門職体制の確立を義務付けるな
どの提言をした。その後、各団体からの報告者は、石井幸雄
氏（記録管理学会）、嶋田典人氏（香川県立文書館）、西山伸
氏（京都大学大学文書館）であった。要点を以下に記す。

̍ɹ Ψイυϥインに४ڌしたମ੍ͮ͘Γには専門職ͷҭ
੒͕ඞཁͰ͋る。·たධՁબผ͢るϨίーυϚネー
ジϟー΍ΞーΩビストཆ੒は͔ܽͤͳい。

̎ɹ ಛ定ൿີอޢ法ͷためにಛྫを設͚る΂͖Ͱͳ͘、ެ
จॻ管理法に४͢ڌ΂͖Ͱ͋る。

̏ɹ��৚ࣗ治ମ౒ྗٛ務にはࠃͷࢧԉ͕ඞཁͰ͋る。
̐ɹσジタϧԽଅਐ͢΂͖Ͱ͋る。
̑ɹ Ψイυϥインに۩ମ的に໌هしてཉしい（෼ྨ、੔理

ͳͲにͭいて）。
̒ɹ ࠃ立ެจॻ͕ؗ管理͢るதؒॻݿͷ利用はඞཁͰ͋る。

·た൒ݱ用はলி管理Ͱͳ͘ެจॻؗอଘ͕๬·しい。
̓ɹىҊ࣌にഇغ用ͷจॻ෼ྨͷ設定͕ඞཁͰ͋る。
̔ɹ ؗ 長ͷݶݖを֦大し、ΞーΩビストͷ໾ׂと利用をߟ

͑る΂͖Ͱ͋る。
̕ɹ 法ਓ大学ͷެจॻؗ設ஔはϋーυϧ͕͘ߴ೉しい。ड

͚入Ε͕大ྔͰରԠに͔͔͕ؒ࣌る。

�� ެจॻ管理ͷӡӦにؔ͢るධՁج४ͷ設定͕ཉしい。
�� ΁ͷ֦ؔػ用·Ͱ/"3"ฒみͷҰׅ管理ݱ用͔Βඇݱ 

大͕Ͱ͖ͳいもͷ͔。

運用についての言及が総合的に行われた。

第３回目研究集会（平成27年７月19日）

まず第１部において、この合同研究集会活動の経過の確認
と各団体からの報告をした。
・ 学習院大学人文科学研究所共同研究プロジェクト　　　　

（保坂裕興先生）の報告

当活動は2013年度からプロジェクトをスタートさせ、2015
年末に公文書管理法５年見直しが行われるため各団体に合同
研究の参加を呼び掛けた。参加団体は提言の項目を12項目に
絞り共同提言書を完成させた。４月27日にはJIIMAより参
加協力の申し出があったが、既に最終段階であったため付記
するのみとした。学習院大学人文科学研究所共同研究プロ
ジェクトは会場提供や連絡、資料の作成、機関への協力要請
等の事務局的役割、報告書と提言書の作成を行った。
・ARMA東京支部（西川康男会長）の報告

海外の事情に詳しい特長を生かし提言の活動に参加した。
提言書については４つの項目の執筆を行った。①専門職の問
題、②電子化の問題、③５年見直し、④罰則規定である。
・記録管理学会（小川千代子会長）の報告

公文書管理を担当する公務員に対する直接の罰則規定がな
いことともに、国民の知る権利の保証について特定秘密保護
法のかかわりに大きな懸念がある。これを今回の５年見直し
提言に織り込むことが必要だ。①一般の秘密指定・解除のルー
ル（一般の秘密文書）、②公文書を取り扱う公務員の罰則規
定の制定、③秘密文書の取り扱い制度の整備。
・日本アーカイブズ学会（早川和宏先生）の報告

主な主張は①国立公文書館の権限強化及び組織の拡充、②
秘密等の取り扱いである。

第２部では共同提言書の「12の提言」を読み上げた。共同
提言書に記載された12項目は以下の通りである。

̍ ɹ࣌を؏͘ࠃຽͷためͷެจॻ౳管理と͢る͜と
̎ɹద੾Ͱޮ཰的ͳߦ政౳ӡӦͷためͷํࡦ
̏ɹಠ立ߦ政法ਓࠃ立ެจॻؗͷڧݶݖԽٴͼ૊৫ͷ֦ॆ
̐ɹ 法ਓจॻ౳管理ͷࢧԉと設ஔެจॻؗに͓͚るҰ定ͷ

ൣғͰͷଟ༷ͳӡӦ
ୈ̎ճ։࠵ͷ໛༷
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̑ɹอଘମ੍ͷڧԽ
̒ɹిࢠจॻ管理ͷਪਐ
̓ɹ ஍ํެஂڞମに͓͚

るจॻ管理౳ͷਪਐ
̔ɹ 専門職員੍֨ࢿ౓ͷߏ

ஙと専門職員ͷ配ஔ
̕ɹ ܭը的ͳެจॻ౳管

理政ࡦͷਪਐٴͼ̑
年ݟ௚しͷܧଓ࣮ࢪ

�� േଇ規定
�� ൿີ౳ͷऔѻい
��  ͦ ͷଞͷݕ౼͢΂͖

՝୊

第３部では「残された課題」をテーマに各団体から課題を
発表したが、第１部での内容あるいは他団体発言と重複部分
もあるのでテーマだけを列挙する。　

① 専門職体制を整備や資格制度の確立の今後も進めていく
必要がある。

② 電子記録のマネジメントに対応する必要あり。法整備や
ガイドラインの制定が必要である。

③ 地方公共団体への公文書管理法の適用を進めるべき。公
文書管理条例の推進を進めるべきである。

④第三者機関等を設立し、公文書管理を確立すべきである。
⑤ 国立公文書館でも運用できるような資格制度を計画して

いるようなのでどこかで合同できるように考えたい。来
年９月韓国・ICA大会で専門職資格の研究集会を発表で
きるように準備を進めたい。

⑥ 地方自治体では、公文書管理が自治事務であるが、まだ、
職員の意識が十分でないところもあるので提言等を今後
見つめながら進めて行きたいと考えている。

最後に会場内において
JIIMA・長井勉監事からは
次のような報告と提言をした。
「JIIMAではさまざまなガ

イドラインや指針を発表し
文書の電子化を推進してい
るが、今回の提言の中に「電
子文書管理の推進」、電子化
による「保存体制の強化」を盛り込んでいただいたことに感
謝する。私案ではあるがデジタル化するにあたり公文書にお
ける『説明責任』という言葉が必要だと思われる。また、費
用をどうするのかという現実的な問題もあるので提言の中に
交付金等の利用等の文言も入れていただければと考える」。

この研究会がまとめた提言書は安倍晋三内閣総理大臣、有
村治子内閣府特命大臣、宇賀克也内閣府公文書管理委員会委
員長などに手渡される予定だ。これらの提言がどのように法
に盛り込まれるか今後の成り行きに注目しつつ、JIIMAと
して公文書のデジタル化を推進するための方策を考えていき
たい。

「公文書管理法５年見直し」について

立ެจॻؗχϡースʯ͕༣ૹ͞ࠃͷʮߦ立ެจॻؗൃࠃ Εる́ ͔、֤छイϕント・ಛผలͷԻ੠ΨイυແྉҾ͕݊׵もΒ͑ ·͢ 。

˙ձ員ϓϥンʗ Ģ̍年ձ員Ĥ�
���ԁɹɹĢ̏年ձ員Ĥ�
���ԁ
˙ձ 員 ظ ؒʗਃࠐखଓ͖ظ࣌ྃ׬にΑΓҟͳΓ·͢ 。
 Ģ̍年ձ員Ĥçୈ̍ظձ員ɹฏ੒��年��݄̍೔ʙฏ੒��年��݄��೔（)��.�.� ʙ ��.��にਃࠐखଓ͖͕ ׬ しྃたํ）
 ɹɹɹɹɹ ୈ̎ظձ員ɹฏ੒��年 ݄̏̍೔ʙฏ੒��年 ݄̎��೔（)��.��.� ʙ )��.�.��にਃࠐखଓ͖͕ ׬ しྃたํ）
 Ģ̏年ձ員Ĥçୈ̍ظձ員ɹฏ੒��年��݄̍೔ʙฏ੒��年��݄��೔（)��.�.� ʙ ��.��にਃࠐखଓ͖͕ ׬ しྃたํ）
 ɹɹɹɹɹ ୈ̎ظձ員ɹฏ੒��年 ݄̏̍೔ʙฏ੒��年 ݄̎��೔（)��.��.� ʙ )��.�.��にਃࠐखଓ͖͕ ׬ しྃたํ）
˙ਃ ࠐ ํ 法ʗᶃࠃ立ެจॻؗ本ؗにདྷ しؗて͓ਃࠐみ
 ɹ̍֊ड෇Ͱ入ձਃࠐॻをࡌهし、ձඅを͓ ෷͘ࢧ ͩ͞ い。
 ᶄ༣ૹ·たはF"9にて͓ਃࠐみ
 ɹϗーϜϖージにてਃࠐ用ࢴをμ΢ンϩーυ、ࡌهしてૹ෇͘ ͩ͞ い。
 ɹ˟�������� 東京౎ઍ୅田۠๺ͷؙެԂ̏൪̎߸ɹಠ立ߦ政法ਓࠃ立ެจॻؗɹ૯務՝ɹ༑ͷձ୲౰Ѽ
 ɹF"9ɿ�������r����
 ɹਃࠐॻをૹ෇後、ࡌهしたਃ໊ऀࠐͰ、͓ৼࠐみ͘ ͩ͞ い。
 ɹৼ࠲ޱࠐにͭいては、ϗーϜϖージʮࠃ立ެจॻؗ༑ͷձʯͷʮਃํࠐ法ʯをࢀর͘ ͩ͞ い。
˙ձ 員 ಛ యʗ ⿟ʮࠃ立ެจॻؗχϡース（年̐ճൃߦ）ʯͷ༣ૹɹ⿟ಛผల（年̎ճ、य़・ळ）໨࿥ͷ༣ૹɹ
ɹɹɹɹɹɹɹ⿟ಛผలͷԻ੠ΨイυແྉҾ݊׵ͷ配෍ɹ⿟ͦͷଞイϕント
˙͓ ໰ ߹ ͤʗࠃ立ެจॻؗɹhttp://www.BSDhiWeT.Ho.Kp/HVide/memCeS.html
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IM編集委員　ઓ後70年、ԭೄでは今年も「Қྶの日（６月
23日）」をܴえました。།一地上ઓとなり、またถ国に౷治
されていた経験から、ここには他と異なる文書が残されてい
ると思います。まずは開館の経Ңをڭえてください。
沖縄県公文書館　本౔෮ؼとなった1972（447）年１月にླྀ
政府時୅の公文ٿླྀ、要ྖが定められܧ政府公文書ྨのҾٿ
書がԭೄ県にҾܧがれました。館設立はこの保存が動機とな
りました。本౔෮ؼはこの年の５月でしたが、෮ؼલからこ
のような要ྖができていたのです。و重な公文書をࢄҳして
はいけないという意見がありླྀٿ政府局長会議で決定されま
した。その後、Ҿ͗ܧ文書はԭೄ県立図書館等で管理される

ようになりましたが、館ߏ૝計画が県ڭҭிで進められ、総
務部などを経て開館の運びとなりました。༏に23年もの月日
がかかったことになります。
IM編集委員　ླྀٿ独特の԰ࠜがあるݐ԰ですͶ。
沖縄県公文書館　1995（)7）年̔月に開館しました。ླྀٿ
੺נを࣫۬でݻめた଄りです。༏れたデβインということで、
公共ݐங100選に選ばれたりݐங協会৆も受৆しました。
IM編集委員　公文書館設置については当時の知事の考えも
あったのでしΐうか。　
沖縄県公文書館　大田ণल知事（1990ʵ1998年２期在職）
はԭೄઓの時、学生でありమ

ㆦㆣ

݂
㆐ㆤ

ۈ
ㆌ㇓

ߖ
ㆮㆄ

ୂ
㆟ㆂ

１に入りઓ૪体験をさ
れた方です。特に平和ٻرをئっていました。また研究者時
୅にཹ学され、資料ऩ集のために/ARA（ถ国立公文書記
録管理局）を๚れ、ক来このような施設の必要ੑを感͡てい
たそうです。そのことも大きなきっかけですͶ。
IM編集委員　そのླྀٿ政府公文書ྨの整備はどのように行
われましたか。
沖縄県公文書館　ླྀٿ政府からԭೄ県にҾܧいだ当時はかな
りあったと思いますが、当館に移管した時は約15万฽࡭あり
ました。それまではԭೄ県立図書館等で保存されていました
ので、฽࡭単Ґによる大まかな目録はできており、開館と同

のূとͯ͠։かΕ࢙ͨྺ
ެ文書ؗΛΊ͟͢�ɹɹ�ԭೄެݝ文書ؗ

*. φϨοδίϯςϯπҕһձ

ҕһɹ௕
ͳ͕

井
͍

　ษ
ͭͱΉ

ެ文書؅ཧγϦーζ ୈ̕஄

　那覇市中心部から南東に約６キロ。

首里城の先、南
は え ば る

風原町にある沖縄県

公文書館をめざした。それは琉球建

築ならではの漆喰で固められた赤瓦

の南国風の建物だ。今回はこの館の

運営を担っている公益財団法人沖縄

県文化振興会の皆様から沖縄県の公

文書について話を聞かせてもらった。

̍ɹୈೋ次ੈք大ઓ຤ظͷԭೄઓͰઓಆにಈ員͞Εた学ెୂ。
ԭೄݝจԽৼڵձͷօ༷ͱऔऀࡐɻӈ͔Β๛ࢁݟ࿨ඒެจॻओ೚ઐ໳һɾ
େ৓തޫओװɾ҆ߴमެจॻ؅ཧ՝௕
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時に利用に供しました。Ҿ͗ܧ後は目録を基に１͝࡭とに保
存状ଶを確認し、目録とのর合などのௐࠪを２年΄ど費やし
て行いました。
IM編集委員　公文書の発生から館に移管されるまでのྲྀれ
をڭえてください。
沖縄県公文書館　まず公文書は各所管課が作成年度とその翌
年度まで保管し、のちに総務私学課へҾ͗ܧます。保存期限
ຬྃ後、第一次選別を行い公文書館にҾ渡されます。例えば
20年保存文書は手元に置きたい文書であっても現用、ඇ現用
を問わず20年経ったら公文書館にҾ渡すことになっていま
す。これはԭೄ県の特௃の一つです。第一次選別は、規ఔに
基づき総務私学課が実施します。
IM編集委員　ຖ年どのくらいのྔが移管されますか。
沖縄県公文書館　約15トン。文書ശ３ʙ４千ശ૬当が移管さ
れます。受け入れ後、公文書館用の目録を作成し１ശ͝とに
όーコードを付して中間書庫に保管します。その後、ೋ次選
別を行い保存する歴史的公文書を決定します。2014（)26）
年からは電子文書も移管の対৅となりました。
IM編集委員　文書管理γステϜを利用されていると思いま
すが、一般的にワークフロー２ܕは文書管理に適さないとฉ
きますが。
沖縄県公文書館　文書管理γステϜは総務私学課が担当して
います。これまでは起案決３ܕࡋでした。今年から起案決ࡋ
機ೳをࣦくし、文書管理に特化したγンプルなものにସわり
ました。以લのγステϜは利用཰も௿く、ࢴでの決ࡋの方が
意思決定しやすかったようです。

IM編集委員　γステϜ上のデータは公文書館でも利用でき
ますか。
沖縄県公文書館　文書管理γステϜの情報のうち、ശ単Ґの
情報を公文書館のγステϜにొ載します。Ҿ渡し後はその年
度中に公文書の所在が館の)1から一般の人にもӾཡできる
ようにしています。評価・選別などの記録もデータ上にྦྷ積
されます。
IM編集委員　さて、他の公文書館と異なる点はԭೄが地上
ઓを体験したことですͶ。
沖縄県公文書館　開館時はઓ後50年のઅ目でした。͝存知の
ように地上ઓによってমࣦした資料・記録は多く、資料をࢄ
ҳからकり後ੈに఻えようという思いの強い地Ҭだと思いま
す。県のライフαイクル文書についても保存期間を最長20年̐

にし、公文書館へのҾ渡しを早めました。それは
公文書に対するアクηスをできるだけ保োしよう
とするもので開館時から౒めてきたことです。
IM編集委員　ԭೄઓをとらえた実ࣸフΟルϜ「１
フΟートフΟルϜ上映会５」を開催されたとฉき
ました。
沖縄県公文書館　６月20日の上映会には160人も

̎ɹ άϧーϓ΢ΤΞͷΑ͏ͳもͷͰจॻͷ࡞੒後ͷঝೝ、ճཡͳ
Ͳには͕͘޲、ൃ ੜ͔Βഇغ·Ͱをίントϩーϧ͢るにはෆศ。
。ೳはෆཁͩとい͏ࣗ治ମはଟいػࡋܾ

̏ɹϫーΫϑϩーܕͷىҊ・ܾ 。したจॻ管理γスςϜࢹೳをॏػࡋ

̐ɹެจॻͷҰൠ的ͳެ։は、࡞੒後��年͕ඪ४的Ͱ͋る。

̑ɹhttp://www.BSDhiWeT.pSef.oLinBwB.Kp/pVCliDBtion/����/��/
ɹɹ�����.htmlɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ
ɹɹ ����年��݄にൃ଍した�ϑΟートӡಈͷձ（ࢠͲもたͪにϑΟ

ϧϜを௨してԭೄઓを఻͑るձ）͕、ถࠃࠃ立ެจॻؗ౳͔
Βऩूして͖たԭೄઓͷ࣮ࣸϑΟϧϜ上өձ。શؒ࣌��෼を
دจॻؗにެݝձ社͕σジタϧԽし、ԭೄࣜגே೔์ૹٿླྀ
ଃした。

ϗʔϜϖʔδ͔Β
ඞཁͳจॻͷॴࡏ΍੔ཧঢ়گΛ֬ೝͰ͖Δ

Ҿ౉͞Εͨެจॻ
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集まり、関৺が高かったです。このフΟルϜは地元์ૹ局に
よってデジタル化され当館にدଃされました。
IM編集委員　その他و館にはઓ後の౔地ௐࠪ等独自の公文
書がありますͶ。
沖縄県公文書館　ॅ民の権利・利ӹを証す資料として౔地所
有申請書や年金問題に関܎するถޏ܉用者カードなどが県民
に多くӾཡされます。ԭೄઓの๒஄ܸ߈で地ܗがมわり、ま
たॅ民の４人に１人が๢くなったとされています。さらに౔
地の権利をࣔす文書もなくなり、その目ҹとなる໦やߌさえ
も確認できなくなりました。ઓ後ถ܉の指ࣔで౔地の地੶確
定作業が࢝まり作成されたのが౔地所有申請書です。ԭೄ県

の地੶ௐࠪは日本෮ؼ後もଓけられ、全国的にみても進௙཰
が高いものです。今では法務局にある記録以લのことをௐべ
に多くの方が๚れます。
IM編集委員　ޚ

ㆿㆎ㇊㇄㆟ㆉ㆗

ਥو東大໊༪ڭतが৽ฉࢴ上で「県民一人
一人の生活の歴史にࠜざしたこのような公文書館は、ԭೄ以
外にはなかなか見当たらない」と言っています。この言葉か
ら改めてԭೄのもつ特別な背景を感͡ますͶ。さき΄ど電子
文書も受け入れているとおっしΌっていましたが、ࢴ資料の
デジタル化はされていますかʁ
沖縄県公文書館　Ӿཡ用にデジタル化作業を進めています。
特にࣸਅや大きな資料・地図、図໘は積ۃ的にデジタル化し
ています。それとは別に一括交付金を利用したླྀٿ政府公文
書約13万฽࡭のデジタル化を2013（)25）年から取り組んで
おり、カメラ10୆で作業しています。利用໘でのメϦットは、
利用者は自分の1Cを持ち込めばແ料でデジタル化された画
૾をऩ集できることです。マイクロ化は開館時に౔地所有申
請書を16NNのマイクロフΟルϜにしましたが、ここ２年ఔ
は中断しています。マイクロフΟルϜは長期保存に最適です
がコストがもっと安くなればとئっています。
IM編集委員　館の運Ӧは現在Կ໊でされていますか。
沖縄県公文書館　公ӹࡒ団法人ԭೄ県文化ৼڵ会が館の運Ӧ
を受ୗしており、36໊の職員（うち正規は５໊）が在੶して
います。ຖ年移管される約15トンの公文書の評価選別作業は
６໊で進めています。

σδλϧԽͨ͠ࢿྉ͸ؗ಺ͰӾཡͰ͖Δ

౔஍ॴ༗ਃ੥ॻͳͲ͸ϚΠΫϩϑΟϧϜͰอଘ

ϑ̍Οʔτӡಈձ͔Βدଃ͞Εͨө૾ϑΟϧϜ
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IM編集委員　活用はデジタル、長期保存はマイクロフΟル
Ϝという利用と保存の両໘を考ྀした施策で今後もو重な公
文書を保存してください。و館が「ະ来のಓしるべ」となり、
より一૚ັ力ある公文書館になることを期଴し、また日本の
公文書館のϕストプラクテΟスでありଓけることをفってい
ます。本日はありがとう͝ざいました。

ެ文書؅ཧγϦーζɹୈ̕஄ ԭೄެݝ文書ؗ

法務局や市町村の窓口で自由に閲覧できる土地台帳が戦争で焼失

したらどうなるか。

以前本誌では「わが館のお宝文書」として沖縄県公文書館所蔵の「土

地所有申請書」を取り上げた（2014年11月号）。土地所有申請書は

1946年から５年間かけて調査された土地の所有権認定事業の記録

であり当時、測量機材や人員の乏しい中進められたという。沖縄戦

で失った土地台帳や付属公図は米軍の占領政策上必要でもあった。

沖縄県公文書館で現在、こうした土地所有申請書が5,337冊保存

されている。しかし、その調査時に所有権の申請がなかった土地が

未だに約80万㎡（約2,600筆（登記）、東京ドーム換算で約17個分）

もあり、現在では法律によって市町村が管理しているが今なお県民

に継続的な確認が行われていると聞いた。

沖縄県公文書館が県民に親しまれている理由にこの土地所有申請

書の閲覧が多いこともあるがそれだけが理由ではない。積極的な広

報活動が沖縄県公文書館の知名度を上げ、来館者増の成果を上げて

いる。そのひとつにラジオCMがある。去る６月15日から１ケ月間、

１日に１，２回ラジオで沖縄県公文書館の案内を放送した。それは沖

縄戦証言のナレーションで始まる。公文書館のPRをラジオで放送す

る公文書館は沖縄以外に見当たらない。

また８月１日には「私とアーカイブズ」のテーマで大
おお

田
た

昌
まさ

秀
ひで

元知

事が講演されるなど充実した企画、展示会が功を奏している。老人

クラブ、農協、町内会、小中学校、国内外の公文書館、自治体など

幅広い方々が年間１万名以上来館し、最近では１名当たりの資料閲

覧請求が多くなっているという。戦中戦後の資料だけでなく、琉球

国時代からの貴重な歴史資料もある。沖縄県が公文書館を「社会的

記憶装置として文明社会の発展とともに歩んできました」（利用ガイ

ドブック）と位置付けているからだ。それは公文書館が「すべての人々

が、豊かな経済生活を営み、すぐれた文化を展開し、人間的に魅力

ある社会を持続的、安定的に維持することを可能にする社会的装置

（図書館、博物館、公文書館など）」（宇沢弘文著「社会的共通資本」）

と同義である。

1987年に公文書館法（歴史的公文書の保存は地方自治体の責務

など）が制定されたにも拘わらず、日本の自治体に欠けているのは、

この当たり前の「装置づくり」のコンセプトではないだろうか。沖

縄県公文書館の例から地域アーカイブズのさらなる普及が全国的に

展開することを期待している。

余談だが取材後、久しぶりの沖縄をドライブした。訪れたのは沖

縄戦で住民避難場所と野戦病院となった「糸数アブチラガマ」、「沖

縄陸軍病院南風原壕群20号」、そして「対馬丸記念館」。ガイドさん

の説明に胸が詰まる。なぜ沖縄県民だけがこのような悲惨な体験を

しなければならなかったのか。戦後70年、黙とうを捧げ、平和の重

要性を改めて考えたい。

総務省・経済産業省

平成28年経済センサス – 活動調査を実施します。
�経済センサス�– 活動調査は、すべての事業所・企業を対象に、平成28年６月に実施し
ます。
�経済センサス�– 活動調査は、我が国における産業構造を包括的に明らかにすることを
目的とする政府の重要な調査で、「統計法」という法律に基づいた報告義務のある基幹
統計調査です。
�調査を正確かつ円滑に実施するため、支社等を有する企業本社あてに、平成27年９月
下旬に「企業構造の事前確認票」を郵送しております。印字されている内容をご確認の
上、ご回答よろしくお願いいたします。

ΠϯλϏϡーΛऴ͑ͯ

ԭೄެݝจॻؗ
IUUQ���XXX�BSDIJWFT�QSFG�PLJOBXB�KQ�
ԭೄݝೆ෩ݪொࣈ৽઒�����
։　　ؗɿฏ੒̓೥݄̔̍日

��ෑ஍໘ੵ　ݐ֊ίϯクϦʔτ଄　஍Լ̍֊஍্̐ےઃɿ మ　　ࢪ������ᶷ

�ங໘ੵݐ　　　　　������ᶷ　Ԇচ໘ੵ�
������ᶷ
ॴଂจॻɿ ླྀ ࡭���
��จॻݝԭೄ　࡭���
���੓෎จॻٿ
݅���
��෺ߦץ੓ߦ　　　　　
　　　　　64$"3ʢถࠃ౷ه࣏࿥ʣ�
���
���ίϚʢϚΠクロϑΟルϜʣ
　　　　　中ླྀؔ܎ ᑆҊ࢙ྉ���఺　஍Ҭࢿྉจॻ��
���఺
։ؗؒ࣌ɿ ޕલ࣌̕ʙ࣌̑ޙޕʢ݄ɾॕɺ೥຤೥࢝ɺҚྶͷ日ʢ����ʣٳʣ
ަ௨Ҋ಺ɿόス　৽઒営業ॴԼंెา̏෼ɾཱݝҩྍηϯλʔલԼंెา��෼
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+**."ϕετϓϥΫςΟε৆ʹ
ϢΞιϑτɺ/&9$0૯͕ݚड৆

ઌ進తな文書৘報マωδメントシステ
ムをಋ入し、ݦஶな੒Ռを出されたۀا・
ஂମにଃる「JIIMAϕストϓϥΫテΟス
৆」の2015年ड৆ऀが決定した。

ड৆したのは、名ݹ屋ࠃ税ہと૬ஊを
ॏねてྖऩ書を電子化したࡾ井金ଐά
ルーϓのࣜג会社Ϣアιϑト（本社ɿඈ
ଭࢢ）と高଎道路ҡ持؅ཧࢿ料のデδλ
ル・マΠΫϩアーカΠブ化を࣮ફしたג
ࣜ会社高଎道路૯߹ٕज़ڀݚॴ（東京౎）。

Ϣアιϑトは電子ா฽อ存๏で定め
られているスΩϟφอ存要݅をຬたした
ྖऩ書の電子化を࣮ફし、άルーϓۀا
΁の電子化をಋいている。NE9C0૯ݚ
は、電子デーλの長期อ存ରࡦのため、
IS0規֨に४じたデδλル・マΠΫϩ

アーカΠブのӡ用をಋ入し、NE9C0֤
社のෛ୲ܰݮを図っている。両社ともデ
δλル化によってコストݮ࡟、事ޮۀ཰
を向上させた。

त༩ࣜ・ड৆記೦ߨԋは、݄̕30日
の eドΩϡメントϑΥーϥム2015会৔

（東京ϏッάαΠト会ٞ౩703会ٞࣨ）
にて行われる。

取扱通達・Q&A解説セミナーで
相談・質問殺到

݄̓にࠃ税ிでެදされた電子ா฽
อ存๏取扱通ୡと2&A。その正しいཧ
ղをਂめるため、JIIMAセミφーҕһ会
と๏຿ҕһ会は݄̔18日、富士θϩッΫ
ス本社をआりてٸۓセミφーを開࠵した。

๏຿ҕһ会はこれにあわせて税຿関
書ྨの電子化อ存ӡ用ガΠドϥΠンを܎

大෯վగ、このたびの要݅؇࿨が一ڍに
わかる内容でདྷ৔ऀに配෍した。ࢣߨら
はฏ੒27年度税੍վ正で決定した߲໨
にՃえ、取扱通ୡ（झࢫઆ明）・2&Aで
明らかになった規੍؇࿨内容を۩ମతに
ղઆし、正しいղऍになるようࢦೆした。

長ᖛ࿨জઐ຿ཧ事は、適正事຿ॲཧ要
݅などのお٬༷΁のੵۃతなීൃܒٴと
要݅をຬたす文書؅ཧシステムの開ൃ・
供څ、また電子化डୗコスト見直しなど
がࢢ৔֦大に݁び෇くとݺびかけた。

p28�29 ࢺࣝ࢝ࣛ࢔ ࢫ࣮ࣗࢽ.indd   28 2015/09/15   1�:��:50



月刊 IM  2015-10月号 2�

セミφー最後にはݸ別૬ஊ会をઃஔ、
དྷ৔ऀがࣗ社にରԠした৔߹の回答をٻ
めた。๏຿ҕһ会がそれͧれにରԠし回
答した。

+II."は͜͏したීൃܒٴをセϛφー・
ϗーϜϖージ・݄ץI.を௨してܧଓ͢
るҙͩ޲。

文書情報管理士検定試験に534名受験

จॻ情報管理ݕ࢜定݄͕̔ݧࢼ��೔
（೔）、શ̔ࠃՕॴͷձ৔ͰҰ੪にߦΘΕ
た。$#5Խ（ίンϐϡータを利用した
ड़ࣜه後ͷ࠷、͑߇を次ճに（ࣜํݧࢼ
ͷݧࢼとͳͬたࠓճ、डऀݧは上級・̍
級・̎級͋Θͤ���໊とͳͬた。߹൱は
݄̕Լ०、༣ศͰ௨知͞Εる。

$#5Խにͭいては+II."ϗーϜϖージͰ。

֤ඪ४΁ͷద߹ੑΛࠪ͢ݕΔ
ιϑτ΢ΣΞͷϙʔλϧ։ઃ

อଘにؔ͢るԤभͷظ情報ͷ長ࢠి
ϓϩジΣΫト l13EFO3."z（http://
www.pSefoSmB�pSoKeDt.eV/）は֤ඪ४
΁ͷద߹ੑをࠪ͢ݕるιϑト΢ΣΞͷポー
タϧʮOpen 4oVSDe 1oStBlʯをެ։した。
ୈ̍஄として、1%F、5IFFٴͼԻ੠・ը
૾ίーσΟッΫ（L1$.、FF7�）ͷద߹
ੑπーϧͷݧࢼ的ͳఏڙを։࢝した。

͜Ε·Ͱඪ४४ڌとᨳͬていても、࢓
༷ͷղऍͷҧいにΑΓඞͣしも૬ޓӡ用
ੑ͕อূ͞Εる༁Ͱはͳ͔ͬた͕、͜ͷ
ポータϧサイトͷ利用にΑͬて͜͏した
໰୊をղܾ͢る͜と͕Մೳとͳͬた。

後は1%Fにؔしても、"$3O#"5ࠓ
Ͱはͳ͘͜ͷサイトをࢀর͢る͜とにͳ
る͜とも༧૝͞Εる。

อূʹؔ͢Δຽ๏վਖ਼Ͱࢠɹిࠃؖ
೦͞ΕΔେࠞཚݒ

ߦࢪϝσΟΞにΑると、དྷ年݄̎ࠃؖ
༧定Ͱ͋るվਖ਼ຽ法にΑͬてࠃ಺อূࢢ
৔にࠞཚ͕͓͜るとݒ೦͞Εている。

Ͱはインターネットをհしてอࠃؖ
ΒϝーϧͰඞཁͳอূॻ͕ಘΒ͔ؔػূ
Εるサービスをͬߦている͕、վਖ਼ຽ法
Ͱはʮอূਓͷܰ཰ͳอূܖ໿క݁を๷
るために͢΂てͷอূをॻ໘にΑる͢ࢭ
Α͏にしてిࢠจॻにΑるอূはޮྗ͕
ͳいʯと規定したためͩ。ڈ年、ݐ設ڞ
済૊߹、ι΢ϧอূอݥ、専門ݐ設ڞ済
૊߹ͳͲ��อূڅൃ͕ؔػしたిࢠ・ 
インターネットอূは͓͓Αͦ���ສ༨
݅にୡ͢る。法務লはอূؔػͷอূも
վਖ਼ຽ法にΑる৔߹、ి อূ、インターࢠ
ネットอূはอূޮྗ͕ͳいとղऍした
จॻにΑࢠる。վਖ਼ຽ法にΑΓి͕͋ࣄ
るอূ͕ແޮԽ͞ΕΕ͹、อূ利用٬ސ
ͷෆศ͕Ճॏ͞Εる͜とはもͪΖΜ、Φ
ϑϥインͰॲ理͢るਓ݅අ、ަ௨අͳͲ
ͷඅ用ෛ୲も年ؒ ̎ઍԯ΢ΥンҎ上௥
ՃͰൃੜ͢るとอূۀքはみている。

 

文書保存０
ゼロ

を目指す
コニカミノルタBJ事業戦略

݄̓��೔෇ͷࣄ務ػχϡース（産ۀ
ҭ新聞社）にΑると、݄̓̏೔、ࣗ社ڭ
ͷۀ੷にͭいてऀهձݟしたίχΧϛϊ
ϧタビジネスιϦϡーγϣンζࣜגձ社

（ձ員/o.���、୅දऔక໾社長・࿨田
ઓུをෆ退ۀࣄは、��年౓ͷ（ࢯೋװ
సͷܾҙͰऔΓ૊Ήと࿩し、ঁੑをத৺
としたϫーΫスタイϧ、՝୊ղܾに͚޲た
औ૊み、ビッάσータ׆用にΉ͚たྗڠ
ମ੍ߏங、Ϛイφンόー΁ͷରԠͳͲと
にʮจॻอଘ̌ڞ

ㇾ㈯
Խʯを໨͢ࢦとެදした。

ʮWoSL 4tZle %eTiHn $ompBnZôࣗΒ
࣮ફした͜とをఏڙして、͓٬༷にײಈ
していた͚ͩるۀاにͳるʯとビジϣン
を͛ܝているΑ͏にจॻอଘをͲͷΑ͏
に̌

ㇾ㈯
Խ͢るͷ͔ಈ͕޲஫໨͞Εる。

��年౓ͷۀ੷は̏年࿈ଓ̍ઍԯԁを
ୡ੒したもͷͷ、݁Ռ的にはݮऩ・ݮӹ
Ͱ͋ͬたと報ࠂ、��年౓はʮ͓٬༷த

৺ओٛʯͷపఈをਤΓ、ڝ૪ྗͷ͋る新
੡඼౳を౤入してい͘としている。

ハイランド
 
ECMリーダーと評価

ϑΥϨスター・Ϧサーν社は、トϥン
βΫγϣンίンςンπϚネジϝントに͓
いて࠷もӨྗڹͷ͋るιϑト΢ΣΞϓϩ
όイμー ��社をධՁし、On#BTeͷ։
Ͱ͋るϋイϥンυιϑト΢ΤΞ社ݩൃ

（ձ員/o.���、64"）をΤンターϓϥ
イζίンςンπϚネージϝント（E$.）
ϦーμーとධՁした。

ΞーΩςΫνϟͷڧ౓΍トϥンβΫ
γϣンॲ理ͷスέーϧと࢖い΍͢͞Ͱࠓ
年݄̔̍ࡏݱສ����社͕On#BTeをಋ
入して͓Γ、専門的ͳϓϩάϥϛンάを
ඞཁとしͳいϓϥットϑΥーϜͰਝ଎に
E$.をల։Ͱ͖る఺͕͘ߴධՁ͞Εた。

各社ニュース

人事のお知らせ（ܟশུ）
会社内田༸行（会һNo.962）ࣜג
୅ද取క໾会長　　　　　　　ദ原　޹
୅ද取క໾社長　　　　　　　大ٱอঢ
取క໾　　　　　　　　　　　ᜊ౻࣍ݑ
取క໾　　　　　　　　　　　ळ山৻ޗ
取క໾（ঢ೚）　　　　　　　 高井ঘ一郎
取క໾　　　　　　　　　　　朝૔ਔࢤ
取క໾　　　　　　　　　　　ኍ੉ल℄

訃
　
報

富士θϩッΫスࣜג会社（会һ
No.19、社長・܀原തࢯ）のݩ会長で
事を຿めた小װಉ友会の୅දࡁܦ

㆓ㆰ㇄㆗

林
ཅ
㇈ㆄ

太
㆟

郎
㇍ㆄ

にڳが݄̑̕日、左ຫੑ೵ࢯ
より੦ڈされた。82ࡀ。

小林ࢯは富士θϩッΫス時୅「Ϟー
ϨツからϏϡーテΟϑル΁」をఏএ、
上ओٛ΁のアンνテーθとしࢸࡁܦ
て真の๛かさをૌえ஫໨をཋびた。
੓෎৹ٞ会ҕһやੈքࡁܦϑΥーϥ
ム（μϘス会ٞ）で共ಉٞ長を຿め
るなど社会にݙߩされた。
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中学時代は、ハンサムな方だと思っていた。高校に入って

１年生の時、クラスで美少年・美少女コンテストをやろうと

考えたやつがいて、それがすんなりと女生徒にも受け入れら

れた。美少年には女生徒が、美少女には男子生徒が投票する。

開票の時になり、当然10票くらいは入るだろうと思って

いたが、結果はたった１票だった。それでも、ゼロ票の者の

方が人数は多いからいいや、と思っていたが、男子のクラス

メートには、１票とったことも意外だったらしく、後日のク

ラス新聞だかに、「茂谷に入れた女子生徒もいた」と書かれ

てからかわれた。

失礼な話ではあるが、書かれている本人もあまり気にしな

い。それより、誰が私に入れたのか気になったが、とうとう

分からなかった。

大学に進学して、自分はハンサムではないんだと初めて気

づいた。まったくモテないのだ。ハンサムでないからモテな

いというのではないが、ハンサムなのにモテないとは聞いた

ことがない。

これは人並みかと思っていたが、会社に入り、結婚してか

ら、人並み以下の顔だったのだと気がついた。顔が貧相なの

である。

別に貧相な顔でもどうでもいいやと思っていたが、どうで

もよくない場合もある。

東京本社に戻って政治部にいた時、先輩記者の父上が高名

な方で、その葬儀があった。政治部員は多くが葬儀に出席し

て私も「ご霊前」を持って伺った。列に並んで、私の番が来

てお辞儀をすると、喪主の奥様がそっぽを向いてしまった。

当時は若かったので、お義理の弔問客だと思われたかなと推

測したが、私より前の若い人にはきちんと答礼していたから、

多分、この顔に問題があったのだろう。

２回目は、わが社出身の著名なライター、評論家が亡く

なった時だ。当時私は経済部長だったが、政治部長と一緒に

熱海のご自宅に行くことにした。後で偲ぶ会をやることに

なっており、葬儀は密葬ですんでいたので、社長命令で２人

「ご仏前」を持って行くことになったのだ。

高台になるご自宅は海が見えるところにあった。入って、

仏前に線香をあげた。娘さんは、当時から20年ほど前にミ

ス東京になった人である。奥様とこの娘さんと二人だけで、

しばらく４人で世間話をして辞去した。

さて、それから何日かして、偲ぶ会が開かれた。またまた

社長命令で、この会に出席することになった。高名な評論家

は経済部出身なのでそうなったのだろう。

会場に着いて、奥様がいたので挨拶をすると、なんとそっ

ぽを向かれてしまった。熱海に伺ったことなど忘れてしまわ

れたのだろう。さすがに近くにいた娘さんの方が気がついて、

「わざわざ申し訳ありません」と言われて、ほっとした。

３度目は、私より数歳年上の作家の葬儀の時である。若い

ころ何度か取材して、一緒に飲んだこともある。30年ほど

会っていなかったが、最後のお別れをしに行った。弔問客は

多く、だいぶ待った。やっと焼香になり、ご遺族に挨拶をし

た。そうしたら、お子さんたちが皆そっぽを向くのである。

このころには、自分の顔が貧相だから仕方がないかと思って

いたので、やむを得ないなと、変に納得した。

奥様とは、芥川賞の発表の時、一度ご自宅でお会いしたこ

とがある。残念ながら、審査員の一人が「もう新人とは言え

ないだろう」と言ったことから、賞を逃してしまった。昔の

時のことを思い出してくれたのかどうか、奥様はきちんと応

対してくれた。

後で、一緒に来ていた妻に「また、この顔だから、子供さ

んたちにそっぽを向かれたよ」と言ったら、「そうかしら」

と言っていたので、顔の悪さを気にした私の気のまわしすぎ

かもしれない。

「男は40歳を過ぎたら、自分の顔に責任を持て」と言った

のは、アメリカの第16代大統領リンカーンだ。ある人が閣

僚に推薦したい人がいた。話を聞いたリンカーンが、「私は

彼の顔が嫌いだ」と言ったのだそうだ。推薦人が「顔に責任

はない」と反論したところ、この言葉が生まれたという。

困ったものだ。単に、その男が気に食わなかっただけじゃ

ないかと思うが、名言になってしまった。顔の悪い自分とし

ては、そう言われた男に同情しつつ、60歳を過ぎても自分

の顔に責任を持てないことを嘆くしかない。あと何年生きる

か分からないが、運命を甘受するしかないのである。

茂谷 知己（もたにともみ）
早稲田大商学部卒後、産経新聞東京本社に入社。政治部・経済部を経
て法務次長、知的財産管理センター上級専門委員を務める。定年退職
後は㈱WOW LIFEを設立。インターネットを利用した情報配信、新規
ビジネスをサポートしている。http://wowlife.info/index.html

コラム◆せいてんなれどとおがすみ 顔に責任が持てません

晴
天
なれど 遠霞
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■新製品に掲載希望の方は、編集部宛送付ください。
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1400万画素USB3.0カラーカメラ搭載のマイクロフィルムスキャナ
ST ViewScanⅢ ユニバーサル・ビジネス・テクノロジー㈱

多彩なソリューションを提供する大判インクジェットプリンター
imagePROGRAF iPF850

キヤノン㈱
キヤノンマーケティングジャパン㈱

業界最高水準の1400万画素USB3.0対
応カメラを搭載した高解像度で高速読み
取りが可能なマイクロフィルムスキャナ。
■特長
• フィッシュ /APカード/ジャケット用モ
デルと16mm/35mmロールフィルム
用モデルの２種。

• 新聞、図面、古典文書、帳票類などの
マイクロフィルムを高解像度で高速に読
取り画像データに変換、PC上で鮮明に
みることが可能。

• 各種ロールフィルムに対応したモータド
ライブを装備、ロールフィルムを効率よ
く検索できる。

• スキャナコントロール、データの取得を
行うキャプチャリングソフトがバンドル、
画像の切り出し、ファイル化が可能。ま
たユーザーの習熟度で選べる３つのイ
ンターフェースを用意。
• E-MAIL送信、 DropBoxへの格納も実現。
• ロールフィルム画像をファイルに自動変
換するクローズコントロール機能（オプ
ション）あり。
■価格　お問い合せください
■お問い合わせ先
電話　03-3287-1170
E-MAIL　sales@ubtc.jp
http://www.ubtc.jp/UBTC/Main_Page.html

用途に適したソフトウエアを標準同梱して
快適出力を実現する5色インク採用の大
判プリンター。

■特長
• 出力ワークフローソリューションを提供
するソフト「Direct Print & Share」
でPDF、JPEG、TIFF、CADアプリケー
ションのページ記述言語であるHP-
GL/2などの種類違いのファイルを一
括印刷。
• 印刷コスト管理ソリューションを提供す
るソフト「Status Monitor」で月別な
どのコスト集計が可能。
• オフィス文書ソリューションを提供する
ソフト「Print Plug-In for Office」で
Microsoft Office文書も大判印刷が
可能。

• 無料ダウンロードできるソフトで、iPad
からの大判出力にも対応。
• 連続印刷中にインクタンクが空になっ
てもサブインクタンクが自動供給するス
トップレスインクタンク交換システムを
採用。
• プリンターの使用状況や消耗品をイン
ターネットを介して確認できる「NET 
EYE」のオプションあり。
■価格　　　　　　　　　  オープン価格
■お問合わせ先
お客様相談センター
電話　050-555-90063
http://cweb.canon.jp/imageprograf/
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編集委員からお盆休みを利用して箱根・仙石原に近く、金
太郎で有名な金時山（1,212ｍ）から明神ヶ岳

（1,169ｍ）に登り、大雄山・最乗寺に降りるコー
スに挑んだ。それも一人で地図も持たず、友人が
くれた登山紀行文だけを持参して。今になってこの考えが甘かった。

この金時山、知名度が高いだけでなく富士山、箱根が一望
でき、山ガールも手ごろな登山を楽しめる。

金時神社参拝後、70分で頂上に着いた。「金時娘の茶屋」
では有名な小宮山妙子さんが切り盛りしていると聞いたが、
うっかり確認し忘れた。そこまでは良かった。その後、明神ヶ
岳に向かい山頂近くで見た「最乗寺90分」の標識に素直にし
たがったが正規の下山道ではなく道に迷ってしまった。それ
に両足痙攣などが起こり苦痛の中、どうにか舗装された林道
に出た。さて左右どちらの方向に行くべきか悩んだ末、最乗
寺に電話した。「どちらでもいいでしょう」との答え。左に
進んだが不安になり110番通報した。「そこは地図に載って
いないので不明。そこから動くな」との回答。その後神奈川
県松田署から連絡が入り、遭難扱いとなり、午後４時半頃、
無事救出？された。松田署で上申書を書かされコッテリ絞ら
れた。「無謀だ。今年はすでに４名滑落で死んでいる」と。
大いに反省し、特別に駅まで送ってもらった。それから１週
間、両足の筋肉痛は未だ残っている。　　　　　　 （長井勉）

朝晩だいぶ涼しくなってきた。夏の終わりの
気配を感じる。夏は大好きな季節であり、この
時期過ぎていく季節に淋しさを感じる。

私は東京の多摩地区に住んでいる。決して田
舎というわけではなく、通勤しやすく生活に便利で、程よい
程度の緑と共存しており、一歩路地を入ると緑が沢山残って
いたりする。住むのに快適な土地である。

夏になると、ちょっとした楽しみがある。通勤路の最後の
角を曲がった一本道で、道路を歩いているカブトムシに出会
うのだ。木に止まっているでもなく道路を歩いているのだか
ら、最初は驚いた。近くの道路わきの土の中から孵化して出
てきたばかりなのだろうか、心なしかぎこちない歩き方をし
ているヤツが多い。今年は４匹に出会った。メス３匹、オス
１匹である。オスの造形の美しさには毎回惚れ惚れしてしまう。

子供のころ、夏にセミは取れてもカブトムシはなかなか取
れず、時々親にねだってスーパーで買ってもらった記憶があ
る。それだけに大人になった今も、ほかの虫と違って、なん
だかありがたみがある。子供のころの夏の楽しみ、小さな喜
びが舞い戻ってきた気持ちになり、カブトムシに出会った夏
の日は、心地よい興奮に包まれて家のドアを開ける。

そんな楽しみを届けてくれる季節ももう終わってしまう。
（広森順子）
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